SOTEC 


WinBook WX シリーズ 

n l r t u f 電源を入れる • 切るなど基本的な操作から 、 i 

- j - J P I 各機能の使いかたを説明しています 。 J 



♦セットアップをはじめよう 
春 ご使用になる前に 
♦周辺機器を使いこなす 

•付 










J 


付属マニユアルの読みかた 

^ - 


本で読むマニュアル 


まず、これを読もう 



ユーザーズ ガイド 

セットアップ方法から、本製品を使用するた 
めの基本的な操作方法を説明しています。 
また、本機に接続できるさまざまな周辺機器 
の説明をしています。 



サボー トに関しては 


サボー トのご案内 

カスタマー ID 登録■保証書のお申込書の方法 
や、修理依頼の方法などサポート内容につい 
て説明しています。 


困った時には ■■■ 

本機をご使用中に何らかのトラブルが生じた 
場合、トラブルの解決方法と、トラブルを予防 
する方法について説明しています。 




電子マニュアル (画面で見るマニュアル) 



デスクトツプ画面にある 
[ SOTEC 電子 マニュアル] アイコンを 
ダブルクリック 



SOTEC 電子マニュアル 

本機のマルチメディア機能の活用方法、および Windows XP や 
インターネットの便利な使いかたを、図解つきでわかりやすく 
説明しています。本機の楽しみ方を探したいときなどに、ご参 
照ください。 

























































はじめに _ J 


このたびは、ソーテック WinBook WX シリーズをお買い上げいただき、 
まことにありがとうございます。 

このユーザーズガイドでは 、 WinBook WX シリーズのご使用にあたって 
注意していただきたいことや、基本的な使いかた、および、より有効に 
活用する方法を、4つのセクションに分けて説明しています。 

WinBook WX シリーズを正しくお使いいただくためにも、 

必ずこのユーザーズガイドをお読みください。 

読み終わった後は、いつでもご参照いただけるよろ、 

大切に保管してください。 

また、本製品をご使用になる前に、本書の2ページに 
ある「本製品を正しく安全にお使いいただくために」 

を必ずお読みください。本製品を正しく使用するた 
めに、知っておいていただきたい事項が記載されて 
います。 









はじめて Windows を起動したときは、[スタート]ボタンを選択して表示される「本製品をご購入の 
お客様へ」を必ずお読みください。 

この中には 、 WinBook WX シリーズを使用される上で重要な情報が記述されています。 

特に、 Windows を再インス!ルする場合は、「本製品をご購入のお客様へ」に書かれているとおり 
にドライバソフトなどのインス I ルを行わないと 、 WinBook WX シリーズの性能を充分に発揮 
できないばかりか、一部の機能が動作しなくなる場合があります。 


A 本製品は、人命に関わる設備や機器(医療機器、原子力設備に関連する機器、航空宇宙機器、運輸 
設備に関連する機器など)や、高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの使用や組み込みを目 
注意的として設計されていません。 

これら設備や機器、制御システムなどに本製品を使用された場合、人身事故、財産損害などが生じ 
ても、当社はいかなる責任も負いかねます。 














本製品を正しく安金に獅赚めり 


本書では、本製品を正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止 
するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになつています。 


△警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷（ X 1) 
を負ラ可能性が想定される内容を示しています。 


△注意 


しようがい 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害ぐ※ 2) を負ラ可能 

ぶつてきそんがい 


性が想定される内容および、物的損害 （ ※ 3) のみの発生が想定される内容を 


示しています。 

x 1重傷とは、入院や長期の通院を要する恐れのある怪我などを指します。 

※と傷害とは、入院や長期の通院を要しない怪我などを指します。 

※3物的損害とは、本機の損害および、家屋•家財•ペットなどに関わる二次的な損害を指します。 


③ 

馨 


(S) 記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な 
禁止内容が描かれています。左図の場合は「分解禁止」という意味です。 

•記号は行為を規制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的 
な指示内容が描かれています。左図の場合は「電源プラグをコンセントから抜 
いてください」といラ意味です。 


△警告 


(§) 

水場使用禁止 


•洗い場、風呂場では使用し 
ないでください。火災■感 
電の原因となります。 



•付属の AC アダプタ以外は 
使用しないでください。 

火災■感電の原因となります。 


② 

分解禁止 


•絶対に分解したり修理■改 
造をしないでください。 

火災や感電の原因となります。 
また、無償修理の対象外と 
なります 


電源プラグを 
抜く 


• AC アダプタから何かこげる 
ような匂いがしたり、表面が 
かなり熱いときは直ちに電 
源プラグを抜いてください。 
そのままご使用になると火災- 
感電の原因となります。 


•電源が100〜 240 V の範 
囲内であることを確認して 
使用してください。 

1〇〇〜 240 V を超える電 
源を使用すると火災 ■ 感電 
の原因となります。 


•長時間使用する場合は、 
本体の底部が発熱しますの 
で、膝の上に置いて使用し 
ないでください。 

(発熱することは異常では 
ありません。） 
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本製品を正しく安全にお使いいただくために 



△ 注意 


電源プラグを 
抜く 


•電源プラグを抜くときは 
ケーブルを持たず、必ずプ 
ラグ部分を持って抜いてく 
ださい。 

故障の原因となります。 


電源プラグを 
抜く 


•使用時以外は電源プラグ 
をコンセントから抜いてく 
ださい。 

漏電 ■ 火災の原因となり 
ます。 



振動 ■ 衝撃を 
与えない 


•振動や衝撃の加わる場所 
には設置しないでください。 
また、重い物をのせないで 
ください。 

故障による火災■感電の原 
因となります。 



熱の発生源の近く、直射日 
光のあたるところ、腐食性 
ガスのある環境、ほこりの 
多いところ、使用周囲温度 
(1 〇〜 35° C )/ 使用周囲湿 
度 (2 ◦〜80%ただし結露 
しないこと）を超える範囲 
では使用■保存しないでく 
ださい。故障の原因となり 
ます。 


•デイスプレイを閉じるときは、 
キーボードとの間にボール 
ペンなどの異物がないかど 
うかご確認くださし、。異物 
を挟んだまま、デイスプレイ 
異物を挟んで を閉じますと、デイスプレイ 

閉じない が破損する原因となります。 




#本体を持ち運ぶときは、デ 
イスプレイを閉じてください。 
デイスプレイを持ってぶら 
さげた状態で持ち運ぶと、 
デイスプレイに強い力が加 
わり、破損する恐れがあり 
ます。 



•電源ケーブルの上にもの 
をのせないでください。 
電源ケーブルが痛むと漏電- 
火災の原因となります。 



•タッチパッドの表面をペン 
先などの尖ったもので触 
れたり、表面シートをはが 
したりしないでくださし、。 
故障の原因となります。 



•タッチパッドは軽く触れる 
だけで動作します。必要以 
上に力を入れたり無理な 
姿勢で操作すると、指や手 
首を痛める原因となります。 



•雷が近いときは、すみやか 
に電源を〇 FF にし、電源ケ 
—ブルをコンセントから抜 
いてください。 

また、モジュラーケーブル 
や LAN ケーブルなど、接続 
されているケーブル類も 
抜いてください。 

故障する可能性があります。 
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△警告 



•付属のバッテリ以外は使 
用しないでください。 

また、付属のバッテリを 
本製品以外に使用しない 
でください。発熱 ■ 発火- 
破裂の原因となります。 



火の中に 
入れない 


•バッテリを火の中に入れ 
ないでください。破裂の 
原因となります。 



衝撃を 

与えない 


•バッテリに強い衝撃を与 
えたりしないでくださし、。 
故障の原因となります。 



•バッテリから液が漏れて、 
液が目に入ったときは、 
障害を起こす恐れがある 
ので、きれいな水で洗っ 
た後、直ちに医師の治療 
を受けてください。 


〇 •バッテリ充電時に、所定 
の充電時間を超えても充 
電が完了しない場合は、 
充電をやめてください。 
そのまま充電を続けると、 
発熱、発火、破裂の原因 
となります。 


•バッテリが漏液したり、 
異臭がするときは、すぐ 
に火気より遠ざけてくだ 
さし、。漏れた液に引火して、 
発火 ■ 破裂の原因となり 
ます。 



③ 

分解禁止 


•バッテリは、危険を防止 
するための保護装置が組 
み込まれています。分解 ■ 
改造などしないでください。 
保護装置が壊れ、発熱- 
発火 ■ 破裂の原因となり 
ます。 


A 注意 



•バツテリから漏れた液が皮 
膚や衣服に付着した場合、 
皮膚がかぶれる原因となり 
ます。すぐにきれいな水で 
洗ってください。 



加熱 ■ 分解 ■ 
シヨー トしない 


•バツテリは火中に投じたり、 
加熱.分解_シヨート（十 
と一の端子を針金などで接 
続させること）はしないで 
ください。ケガの原因とな 
ります。 
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本製品を正しく安全にお使いいただくために 



A 注意 


〇 •バツテリを、水や海水など 
につけて、濡らさないでく 
ださし、。バツテリの破損や 
性能■寿命を低下させる原 
因となります。 



•バツテリを使う前に、サビ ■ 
異臭■発熱■その他異常と思 
われるときは、使用しない 
でください。 S 〇 TEC テクニ 
カルサポートセンタにお問 
い合わせください。 



•バッテリを小児が使う場合、 
保護者が取扱説明書の内 
容を教えてください。また、 
使用途中でも、取扱説明書 
のとおり使用しているかご 
確認ください。 



•バツテリは乳幼児の手の届 
かなしヽ所へ保管してください。 



&取り扱い上の注意 


.液晶デイスプレイは先の 

•ハードゲィスクが動作中の 


尖つたものでたたいたり、 

ときは移動させないでくだ 


引つかいたりしないでく 

イ^^さぃ。 


ださい。 

故障の願となります。 

たたいたり 

破損する恐れがあります。 

動作中に •本製品の付属物は大切に 

引つかいたりしない 


_させ4し' 保存してください。 


.本体外装の汚れは、清潔で 

•ハードディスクに保存した 

場 

やわらかい乾いた布を使い、 

データなどは定期的に バッ 

から拭きしてください。 

クアップをお取りください。 


-カラー液晶ディスプレイおよび バッ テリは消耗品です。 

-カラー液晶ディスプレイは非点灯、常時点灯などの画素が存在することがありますが故障で 
はありません。 

-カラー液晶ディスプレイは表示内容によっては明るさのむらが発生することがありますが故 
障ではありません。 

■使用周囲温度が低いとき、また本製品自体が冷えきっているときは、電源を〇 N にしても 
ディスプレイのバックライトが「点灯しない」、「点滅する」、「暗い」などの症状がでま 
す。この場合は、一度本体の電源を〇 FF にし、しばらく常温 (10 〜 35° C ) の環境に放置した後、 
お使いください。 
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本機の耐久性について J 


堅牢性能 


本機の堅牢性能は、次の通りです。 

0堅牢性を高めるマグネシウムボディと衝撃吸収の構造設計 



高さ 90 cm からの落下による衝撃を与える過酷 
な評価を実施。コンビネーションドライブ(光デ 
イスクドライブ)には、落下の衝撃に備えた「ド 
ライブロック」を装備し、筐体には堅牢性を高 
めるマグネシウム合金を採用。衝撃を吸収する 
構造設計により、大切なデータを保護し、安心 
してパソコンを使うことができます。 


③実施実験 

自然落下や耐振動に備えて、以下の実験を実施しています(非動作時)。 

•自然落下試験 

-高さ ： 90 cm からの落下 
-落下面：合板 

■落下回数： 26回(各面、辺、角に対し合計26面各1回ずつの落下） 

•耐振動試験 

■シーン ：持ち運びでの移動時の振動を想定 
-米国軍用規格 MIL - STD 810 E に準拠した振動テスト試験 


A 本機は MIL - STD 810 E に準拠した振動テスト試験を実施していますが、通常の使用においては、 
/*\次の点にご注意ください。 

注意 ■本機の自然落下、耐振動、耐防滴性は、無破壊および無故障を保証するものではありません。 

■一度、落下等による激しい衝撃を受けた後は、部品等の金属疲労により、堅牢性を満たさな 
くなる場合があります。 
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本機の耐久性について 


耐水性能 


本機の耐水性能は、次の通りです。 

0大事なデータを保護する耐水構造 


うっかりこぼした水からパソコン内部を守る構 
造により、キーボードにかかった水のパソコン 
内部への侵入を防ぎます。 

籲耐防滴性を考慮した箇所 

-タッチパッドボタン周辺 
-キーボード装着部分 
-キーボード部分 
-キーボードケーブル処理部 
など 



0実施実験 


耐水性、耐防滴性に備えて、以下の試験を実施しています(動作時)。 



•耐水試験 

水1〇〇 CC を本機 A 面(アミ部分)に10分間放置 




酸性、塩分、糖分が含まれている水の場 
合、所定の性能を満たさなくなることが 
あります。 


③もし、本機に水がかかったら 

•キーボード周辺 

本書巻末1◦◦ページ）に記載している「キーボードのメンテナンス」をご参照の上、水分 
を拭き取ります。 

•タッチパッドボタン周辺 

上から、吸水性のあるやわらかい布で、水分を拭き取ります。 
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法規について J 


レーザ安全基準について 

この装置には、レーザに関する安全基準 (」 IS _ C -6802) クラス1適合の光ディスクドライブが搭載されています。 


PC グリーンラベル制度について 


0i> 


本製品は、社団法人電子情報技術産業協会(」日 TA ) により策定された PC グリーンラベル制度」に合 
格致しました。 


「PC グリーンラベル制度」とは、お客様が環境に配慮したパソコンをご購入になる際、商品選択を容 
易にするために、基準をクリアしたパソコンに 「PC グリーンラベル ロゴ マーク」を表示する制度で、以 
下の3つのコンセプトから構成されてしヽます。 


•環境(含 3 R ※ 1 ) に配慮した設計■製造がなされている。 

■使用済み後も、引取り■リユース/リサイクル■適正処理がなされている 
•環境に関する適切な情報開示がなされている 


Ml: 3R= リデュース （Reduce) 、リユース （Reuse) 、リサイクル (Recycle) 


クリーン購入ネツトワーク ( GPN ) について 


GPNS 


chasing^^^ 


本製品はグリーン購入ネットワーク ( GPN ) に適合しています。 


輸出および海外でのご使用に関する注意事項 

本製品の輸出(個人による携行を含む)については、外国為替および外国貿易法に基づいて経済産業省の許可 
が必要になる場合があります。 

必要な許可を取得せずに本製品を輸出すると、同法により罰せられます。 

輸出の許可の要否につしヽては、ご購入頂しヽた販売店、または当社営業拠点にお問しヽ合わせください。 


= n この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( vcci ) の基準に基づくクラス b 情報処理装 
置です。 

この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正し 
く取り扱いをしてください。 
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法規について 


国際 エネルギースター プログラムについて 

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が 
国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしている 
と判断します。 

国際 エネルギー スタープログラムは、コンピュータをはじめとした、 

オフイス機器の省エネルギー化推進のための国際的なプログラムです。 

このプログラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた製品の開発、普及の促進を 
目的としたもので、事業者の自主判断により参加することができる任意制度となっています。対象と 
なる製品はコンピュータ、デイスプレイ、プリンタ、ファクシミリ、複写機、スキヤナ、複合機の才 
フィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ)は参加各国の間で統一されています。 



瞬時電圧低下について 

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低 
下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお薦めします。 

(社団法人電子情報技術産業協会(旧」 EIDA ) のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドライン 
に基づく表示） 


高調波電流規制について 

この装置は、高調波ガイドライン適合品です。 
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マニユアノ 1/©読みかた 


ノ 


1 


>ージの構成 


大見出し 


この項目の概要 




ロクオン/ロクオフする / 

本製品を複数の人間で利用するとき、ログオン/ログオフ作業が必要です。 
ログオンすることで、各自の使用環境を切り分けて本製品を使えます。 


Windows 起動時にログオンするユーザを選択することで、対応する使用環境を割り当てます。 

I ノ\°ソコンの電源を ON にします。 


しばらくするとユーザの選択画面が表示されます。 




へ..：，… 


□ ログオンするユーザを選択します。 

バスワードが設定されている場合は、パスワー 


f 


••••唇. 


パスワードが拒否された場合は、大文字と 
小文字を間違って入力していないか再度ご 
確認ください。 Windows XP では、 Tarou 
と tarou は違う文字列として判別されます。 


しばらくすると、 Windows XP のデスクトツ， 
画面が表示されます。 




ぺスワードを設定する場合、入力したパス 
ワードはメモをとるなどして、忘れないよ 
5にしてください。 1 
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中見出し 



インデックス 

. 

各章ごとに区切られています。 

操作手順 

. . . 

アイコン 


このページは、構成の説明用に作成したもので、実際の 
ページとは異なります。 


® 補足的な説明や、知っておく 
と便利なポイントです。 




操作してはいけないこと、ま 
たは操作するときに注意する 
ポイントです。 


A 特に注意していただきたいこ 
とです。説明を守らないと、 
注意 本機の破損や怪我をする可能 
性があります。 


参>_>参照していただきたい別冊の 
マニュアルやオンラインヘル 
プを紹介しています。 


@参照ページ 

その単語の詳細が別ページに紹介、また 
は説明されています。本文とあわせてご 
参照ください。 
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マニュアルの読みかた 


章の構成 


このユーザーズガイドは、お客様のレベルや使いかたに応じて、大きく4つのセクションに分け 
て説明しています。 


本製品の接続方法と、セットアップから電源の〇 N 、 

〇 FF までを説明しています。 

セットアップをはじめよろ 

タッチパッドや光ディスクドライブなど、 WinB 〇 ok が 
標準で持つている機能について、基本的な使いかたお 
よび注意事項を説明しています。 

ご使用になる前に 

AV 機器や USB 機器など、 WinBook に接続できる周辺 
機器の紹介と、接続の方法や注意事項について説明し 
ています。 

周辺機器を使いこなす 

WinBook の内部プログラム ( BIOS ) の操作方法と、そ 
の機能について説明しています。また、索引を掲載し 
ています。必要に応じてご参照ください。 

付録 


WinBook を使うのは初めて、という方は、 「 STEP 1 セットアップをはじめよう」をまずお読みくだ 
さい。接続方法からセットアップ、本機の電源の入れかたなど、基本的な使いかたを説明してい 
ます。また、タッチパッドや光ディスクドライブなど、 WinBook に標準で付属している機能を使 
用する場合は、 「 STEP 2 ご使用になる前に」をお読みください。 

USB 対応のスキヤナを使いたい、メモリを増設したいなど、本製品をより有効に活用したいとき 
は、 「 STEP 3 周辺機器を使いこなす」をお読みください。 

使っているときに動作がおかしくなったり、何らかのトラブルが発生した場合は、別冊の「困っ 
たときには…」をお読みください。トラブルを解決する手助けとなるでしよう。 


11 








次々とメニューを選択していく動作を本書では 
「―」を使って省略している箇所があります。 
例えば、左画面のように、スタートボタンから 
「ペイント」のプログラムまでを選択する動作を、 

[スタート]ボタン—[すべてのプログラム]4[ア 
クセサリ]—[ペイント] 

と表記しています。 


) 


何かのキーを押しながら、他のキーを押す動作 
を本書では「+」を使って省略しています。 
例えば、左図のように、 Shift キーを押しながら、 
Delete キーを押す動作を、 


Shift 


Delete 


と表記しています。 


また、キーボード上の絵は、次のように簡略化 
して表記しています。 





4-i 


( 

顧 

- 


霊 

… r 'I ， ◦ r ' ( :i = 

"し 」— ノ … 二 n 

1—:: 

【■1 

: Mi ( 

： v |! B N ! M l 、 — 」ャ 



LllhJIHIL * H B l 

hJ 


※製品によりキーボードの形状は異なることがあり 
ます。 


⑩キ _ 表記とキ _ ボ _ ドの対応表 


マニュア^/ 0) 表記について 




J 



操作の表記ルール 
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マニュアルの表記について 


Windows XP の表記ルール 


③カテゴリ表示モードの画面で説明しています。 

Windows XP には、カテゴリ表示モードと呼ばれる通常の表示方法と、 Windows 2 〇〇〇など従来の 
表示イメージにあわせたクラシック表示モードと呼ばれる表示方法があります。本書では、カテ 
ゴリ表示モードの画面で説明しています。 



⑩ Windows XP Home Edition の画面で説明しています。 

Windows XP には、 Windows XP Professional と Windows XP Home Editi 〇门の 2 種類のバージヨン 
があります。本書では、 Windows XP Home Edition の画面で説明しています。 

鬱 Windows XP または Windows と省略して表記しています。 

本書では、 Microsoft Windows XP Professional 日本語版および Microsoft Windows XP Home 
Edition 日本語版を、 Windows XP または Windows と省略して表記しています。 


本製品に付属の製品仕様書から、マニュアルで表記しているモデル名をご確認ください。 

籲 0 S の区別による表記 


Windows XP Home Edition をインストールしている 
モデル 


-本書中の画面 • 

田の塏±音に上り 


Windows XP Professional をインストールしている 
モデル 


イラストはモデル、ご使 
用の環境により実際のものと異なる場合 
がございます。 

-記載しておりますホームページの内容や 
アドレス、お問い合わせ番号は、本書制 
作時点のものであり、変更する場合がご 
ざいます。 


1 


j マィ WPxjI ント 

5 マィ e 好， 

MSN Explorer 

^ Windows irE- 

すべ!:®ブ Dff ラム <E> ► 

マィコンビ1-* 

| 〇•コントロ-ル/ MyMO I 

レブと制-卜砂 

〇フ w ル名 s 推定し mm. 


XP Pro モデル 


XP Home モデル 


モデル名の表記ルール 


作業する分野を選びます 



\oj ンド、音声、&よ〇オイ4デパ^ユ-卜級®わシ亡 

^0 -^/; it メ方ナンス 


動|き| 

#通3| 蚤 BS 



H も 2 

4 ai 

1 • IT , llr,fl 
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rSOTEC 電子マニュアル』について 

、 J 

S 〇 TEC 電子マニュアルは、本機のマルチメディア機能の活用方法、および Windows XP やインター 
ネットの便利な使いかたを、図解つきでわかりやすく紹介しています。 


ISOTEC 電子マニュアルの起動方法] 


S 〇 TEC 電子マニュアルはデスクトツプ画面から簡単に起動できます。 

□ デスクトツプ画面のアイコンをダブ^/クリック 
します。 


メニューが表示されます。 

SOTEC 電子 
マニュアル 



4ル J フォルダの移動や複写 

|といった WindowsXP の基5命>?ご舍し％:， • • { 
また、 Windows XP の便利な機能や、トラブルを予防するた 
めの方法も説明していますので、ぜひお読みください。 



:し. ザ r L 

: D 編集 (, 




77 イル 0 編集©表示邸お気り ( A > ' 


SOTEC 

- 卜 SOTEC ♦ブホートぐ* ■赢 A 目的別索引 

1 方 


Windows XP 

撕ガィ ド1 

デスク トッブ 

こ;!では、デスクトップ匕^ートメニューの各要素につ1、て説明します。 

Windows XP の_面説明 

▼デスクト、、ノブの説明/ ▼スタート y ニユーの説明 


デスクしッヌの•或 期 »•••••••• 

' デス外ッブを稱成する各要素の名前と機能は、次のとおりです。 

(※項目をクリックすると、項目の説明が表示されます。） 

コントロールパネル < 

Windows XP の作 


テスクト V7 


ファイルとフォルダの操作 

Windows XP の便利な嫌陡 

Windows XP の力!/ 

ヘルプの使い方 


タスクバー 言語バー 

1 1 

[€) 翊ィントラネ，卜 


B 


目的に応じたメニュータイトル右横の 「 Go ! J を 
クリックします。 


サブメニューが表示されます。 

|サブメニューの中からタイトルをクリックします。 

目的のコンテンツが表示されます。 

，••クリックすると、他のメニューに移動できます。 
，••クリックすると、他の情報に移動できます。 
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「 SOTEC 電子マニュアル」について 



動作環境 


S 〇 TEC 電子マ ニユア) レは以下の動作環境でのみ使用できます。 


〇 S 

ブラウザ 

Windows XP Home Edition 

Widows XP Proressional 

Internet Explorer 6.0以降 

㈤ ） 


: JavaScript および ' Active X は無効にしないでくださし、。 


E 意事項 


- SOTEC 電子マニュアルは、株式会社ソーテックの著作物です。 

■ S 〇 TEC 電子マニュアルは予告なしに変更される場合があります。また、 S 〇 TEC 電子マニュア 
ルを運用した結果については、一切の責任を負わないものとします。 

- S 〇 TEC 電子マニュアルで紹介されている各ソフトウェアは、ライセンスあるいはロイヤリテイ 
契約のもとに供給されています。 

■ S 〇 TEC 電子マニュアルは、著作権法によって保護されています。一部または全部を無断で複製、 
転載、改変、カスタマイズ、頒布することを禁じます。特に S 〇 TEC 電子マニュアルを編集およ 
び改変してご利用になると、本製品の誤使用の原因となる恐れがあります。 
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付属 マニ ュアルの読みかた 

はじめに . 1 

本製品を正しく安全にお使い 

いただくために . 2 

本機の耐久性について . 6 

法規について . 8 

マニュアルの読みかた . 10 

マニュアルの表記について . 12 

「 SOTEC 電子マニュアル」について……14 
目次 . 16 



セツトアップをはじめよろ 


1置き場所を決める . 20 

2接続する . 22 

3セットアップをはじめる . 23 

セットアップの準備をする . 23 

使用許諾契約書に同意する . 26 

本機を設定する . 26 

ユーザー名を登録する . 28 

セットアップを完了する . 29 

4電源を切る . 30 

5 2回目以降に電源を入れたときは■■■31 

6電源を切らずに再起動する . 32 

7 ログオン/ログオフする . 33 

ログオンする . 33 

ログオフする . 34 

ユーザーの 切り替え . 35 



r 使用になる前に 


1各部の名前と機能を確認する ■--- 

ディスプレイカバーの開け閉め . 

^ ®. 

左側面 . 

右側面 . 

is ®. 

ステータス LED について . 

2 AC アダプタの接続と 

バッテリの充電 . 

初めて使うときは . 

バッテリの残量警告と終了動作の設定 
バッテリパックの交換 . 

3タッチパッドを使ってみよう ■■■■ 

タッチパッドの名前と機能 . 

タッチパッドの操作方法 . 

4キーボードを使ってみよう . 

ファンクシヨンキー(アミの部分）…… 
テンキーを使って数字を入力する ■■■■ 

クイック スタート ボタン . 

各 キーの 機能 . 

5フロッピーディスクを 

使ってみよう . 

データを 書き込み禁止にする . 

ファイルをフロッピーディスクに 

コピーす る . 

6 CD - ROM を使ってみよう . 

CD-ROM ディスクの出し入れ . 

7音量を調整する . 

内蔵 スピーカ について . 

スピーカの 音量を調整する . 

録音をする . 

8画面の解像度を調整する . 

9赤外線通信ポートを使ろ . 


S 次 




J 


8 8 8 0 1 2 3 4467 889 01123 5 5 6 78 0002 4 6 
3334444 44444 4 455555 55 555666666 
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目次 


1使用できる周辺機器 . 

前面&右側面 . 

前面&左側面 . 

2周辺機器を取り付ける前に-- 

取り付けは電源を〇 FF にしてから 

取り付け時の注意事項 . 

プラグアンドプレイについて ■■■ 

3 AV 機器と接続する . 

へッドホンと接続する . 

マイクロホンと接続する . 

S 映像対応の機器と接続する ■--- 
デジタルビデオと接続する…… 

4 USB 対応の周辺機器を使ろ -■ 

USB (ユーエスビー ) とは . 

USB 機器を接続する手順 . 

複数の USB 機器を接続する ■ ■--- 

5 PC カードを使う . 

PC 力ードとは . 

PC カードの差し込み . 

PC カードの取り出し . 

6 メモリの増設 . 

メモリについて . 

メモリの取り付け . 

増やしたメモリを確認する ■■■■■ 

7外部デイスプレイを接続する 


10 省電力機能を使用する . 67 

省電力機能の種類 . 67 

スタンバイ ■ 休止状態に入る . 68 

スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す■■■■71 



周辺機器を使いこなす 



1 BIOS を設定する . 98 

BIOS とは . 98 

BIOS セットアッププログラムの 

起動方法 . 98 

BIOS セットアッププログラムの終了 ■■■■99 

BIOS セットアッププログラムの 

メニュー構成 . 99 

2キーボードのメンテナンス . 100 

3廃棄について . 102 

本製品の廃棄について . 102 

4索引 . 104 


445 6678 00011 2237 8891 2235 6 
777 7777 88888 3888 8889 9999 9 
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セツ 


トアツフ 



本製品の接続方法と、セットアップから電源の ON 、 OFF までを説明しています。 
これから本製品を使うための準備をします。必ずお読みください。 


1置き場所を決める . 20 

2接続する . 22 

3セットアップをはじめる . 23 

セットアップの準備をする . 23 

使用許諾契約書に同意する . 26 

本機を設定する . 26 

ユーザー名を登録する . 28 

セットアップを完了する . 29 

4電源を切る . 30 

5 2回目以降に電源を入れたときは . 31 

6電源を切らずに再起動する . 32 


7 ログオン/ログオフする . 33 

ログオンする . 33 

ログオフする . 34 

ユーザー の切り替え . 35 






















置き場所を決める 

WinBook が手元に届いたら、まず、設置場所を決めてください。 


パソコンの後ろは、棑気口から熱が棑出できる 
よう、 15 cm 以上開けてください。 

バソコンの前は、キーボードやタッチバッドが 
操作しやすいよろにゆとりをもつてください。 



アナログ電話回線を 
使用してインターネ 
ットを利用する場合 
は、電話回線コンセ 
ントが近くにある場 
所を選んでください。 


G 置いてはいけない場所 



^不安定な場所、物が ぶつ 

かりそろな場所。 






デ 

越 

lx 
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置き場所を決める 


馨デイスプレイの角度調整について ⑩正しい姿勢について 

デイスプレイは、見やすい角度に調整できます。 次のように正しい姿勢で、パソコンの前に座 

つてください。 



⑩管理について 

本体および電源ケーブルの上に重いものをの 
せたり、通風孔を塞いだりしないでくださし、。 




セットアップをはじめよラ 
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接続する 

必要な機器を接続しましよう。 

スキヤナやプリンタなど、すでに周辺機器をお持ちの場合でも 、 Windows XP 
セツトアップが終了するまでは接続しないでください。 


バツテリノ\ツクを取り付けます。 


□ 


ディスプレイカバーを閉じ、本体を 
裏返して、静かに置きます。 





バツテリパックを矢印の方向に動か 
しながら取り付けます。 


バツテリバック 



電源ケーブルを AC アダプタと電 
源コンセントに接続します。 


〇 AC アダプタのプラクを、本体の 
^ DC 入力端子に差し込みます。 
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セットアップをはじめる 

バソコンに自分の名前などを登録して、バソコンを使える状態にする作業のこ 
とを、「セットアップ」といいます。セットアップが終わると、さまざまなソフ 
卜が使えるようになります。 


0 


セットアップはあわてずに！ 

セットアップ作業中の画面の切り換えには、少し時間がかかることがあります。 

これは、パソコン内部でいろいろな設定が処理されているためです。「しばらくお待ちください」と 
いったメッセージが表示されたり、マウスカーソル(マウスポインタ)の矢印が1 ( 砂時計)になって 
いるときは、キーボードのキーを押したり、タッチパッドのボタンを何度も押さないでください。 




ットアップの準備をする 



D 


ノ 


ディスプレイカバーを指で持ち上げて、見やす 
い角度までディスプレイカバーを開き 
ます。 





電源スイッチを押します。 

パソコンの電源を〇 N にしてから、しばらくの間 
は、画面の表示がいろいろ変化します。手順3 
の画面が表示されるまで、お待ちください。 



セットアップをはじめよラ 
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(^ m J 操作の途中で電源を切らない！ 

セットアップ作業には、少し時間がかかり 
ます。 

セットアップの作業中は、絶対にパソコン 
の電源を切らないでください。セットアッ 
プが終わる前に電源を切ると、故障の原因 
になります。 


Microsoft Windows へようこそ 


SOTEC 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




[次へ]ボタンにタッチパッドの矢印を合わせて、 
左クリックします。 




分からないことがあったら■■- 

Windows XP のセットアップの途中で分から 
ないことがあれば、ヘルプで調べることがで 
きます。@をクリックするか ( ZU キーを押す 
とヘルプを参照できます。 
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セットアップをはじめる 



ツチノ\°ツドの使いかた 


ここではタッチパッドを一度も使ったことがない方を対象として、次の手順に入る 
前に、タッチパッドの名前と機能を簡単に説明します。 


タッチパッド 

タッチパッドの上を、矢印を移動させたい方 
向にあわせて、指でなぞります。 

右ボタン 

右クリックするときに1回押します。 

マウスの右ボタンと同じ働きをします。 

スクロール ボタン 

画面を上下スクロールするときに、このスク 
ロールボタンを押します。 

セットアップでは、スクロールボタンは使用 
しません。 

左ボタン 

左クリックするときに1回押します。 

マウスの左ボタンと同じ働きをします。 


クリック 

画面の文字やアイコンなどにタッチパッドの矢印 
を合わせ、ボタンを1回押す操作を「クリック」と 
いいます。 

クリックは、 Windows を操作するときの最も基本 
的な動作です。 


ダブルクリック 

画面の文字やアイコンなどにタッチパッドの矢印 
を合わせ、タッチパッドのボタンを素早く 2回押す 
操作を「ダブルクリック」といいます。セットア 
ップ終了後、アプリケーションを起動するときな 
どに使います。 






セットアップをはじめよラ 
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使用許諾契約書に同意する 


使用許諾契約書に同意します。 

同意しないと 、 Windows XP を使用することができません。 



使用許諾契約書を確認します。 

同意したら、[同意します]の r を左クリックし 
て、 p に変えます。 

[次へ]ボタンを左クリックします。 


本機を設定する 


コンピュータに名前を つけます。 ここでは例として、 「 S 〇 TEC - PC 」 と入力し ます。 



D 

B 


キーボードから、の順に 
キーを押します。 

任意でコンピュータの説明を入力します。省略 
してもかまいません。 

[次へ]ボタンを左クリックします。 


XP Pro モデルの方は . へ進む 

XP Home モデルの方は . j へ進む 
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セットアップをはじめる 



□ 

B 


「管理者パスワード」の欄に、任意でパスワード 
を入力します。 

「パスワードの確認入力」の欄に「管理者パスワー 
ド j と同じパスワードを入力します。 

[次へ]ボタンを左クリックします。 


管理者パスワードとは 

「管理者パスワード」とは、本機の設定を管 
理する人のためのパスワードです。ここで 
設定したパスワードは絶対忘れないように 
してください。パスワードを忘れてしまう 
と Windows XP の再インストール（リカバ 
リー)が必要になります。 




B 


「いいえ、このコンピュータをドメインのメンノ\ 
にしません」にチェックを入れます。 




ドメインの登録 

クライアントサーバ型のネットワークを構 
成しているネットワークに、本機を接続す 
る際はドメインの登録が必要になります。 
ただし、ドメインの設定はセットアップ終 
了後におこなラことができますので、必ず 
しもセットアップ中に行う必要はありませ 
ん。ドメインの登録に関する詳細は、市販 
のネットワークの専門書籍をご参照くださ 
い。なお、ご家庭などで通常にご使用いた 
だく場合は、ドメインの設定は必要はあり 
ません。 


•S Windows xp SOTEC 

インターネットに接続する方法を指定してくだざ 〇〇〇< 

このコンビュ-摊インタ'-ネ W 灘する方法には〉欠のオプション綱ます。使うデバイス诚択して傲い： ^ 

〇 

9 ■! 詮モァム 1 : M : 1 ^ 

既存の電話回線を使ってインターネットにアクセスします。インターネットへの格続用に別の賴回線を用意しない限り、 U ターネットへの接続中 
は職總ぅことはで.きません。 〇 

耱 DSL (デジタル加入者回線）またはケーブルモデム ( Q ) 广、 

インターネット0接続中も電話を使うことがで•きま寸。ケーブルモデムは格続にケづルテレビネットワークを使い、接続テレビを見ることがで- 
きます。 これらのオプションは一股的に電話モデムより高速です。 Q 

• LAN (□-カルエリアネットワー WQ ) 

LAN は家庭やオフィスなどの限られた空間内で接続されている]ンピュ“$好パイスのク•ル-ブで兮。 LAN では、ネット上のほかのコンピュ- 
夕を経由してィンタ-ネットに格鋳で•きます。 ハ 

〇 

〇 


□ 

□ 


[次へ]ボタンを左クリックします。 


[省略]ボタンを左クリックします。 


m 


インターネットへの接続設定は、セッ 
アップ終了後に行うことをお勧めします。 



セットアップをはじめよラ 


27 


















□ ここでは、「いいえ、今回はユーザー登録しません J 
にチェックを入れます。 




オンラインでのユーザー登録は、事前にイン 
ターネット接続を設定する必要があります。 
また、ユーザー登録は、セツトアップ後で 
も行えます。 



[次へ]ボタンを左クリックします。 


P 



ここでオンライン登録する必要はありません 

オンライン登録は、セットアップ終了後に行うことをお勧 
めします。このマニュアルでは、オンライン登録するため 
の、インターネットの設定方法を説明していません。左の 
ような画面が表示されてしまった場合は、[戻る]ボタンを 
左クリックして1つ前の画面に戻ってください。 


_ーザー名を登録する 


本機を使用するユーザーのユーザー名を入力します。 



D 


各 ユーザー 名を任意で入力します。 


(0 


ユーザー名は最低1つ以上入力してくだ 
さし、0 

複数の ユーザーで 使用する場合、 ユーザー 
名が同じにならないよラにしてください。 




セットアップ終了後でも、「コントロールパ 
ネル」の「ユーザーアカウント」からユーザー 
を追加することができます。 


B 


[次へ]ボタンを左クリックします。 
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セットアップをはじめる 


I 篇 

いよいよセットアップの完了です。 


ットアップを完了する 



D 


[完了]ボタンを左クリックします。 

クリックした後、本機は自動的に再起動します。 


舞 


再起動中は、画面の表示がいろいろ変化し 
ますが、パソコンの異常ではありません。 
絶対に電源を切らないでください。 



※再起動後に表示されるデスクトツプ画面は、ご 
購入しヽただいたバソコンによって異なります。 


再起動が終了して、左の画面が出てきたら、セッ 
トアップは完了です。いよいよインターネット、 
メール、オーデイオ、ゲームなどが使えるように 
なります。 


リカバリ CD - ROM とアプリケーション 
CD - ROM の作成 

CD - ROM ドライブ以外の光ディスクドライ 
ブを搭載したモデルでは、リカバリ CD - 
ROM およびアプリケーション CD - R 〇 M が付 
属しておりません。付属の「はじめにお読み 
くださし、」をご参照の上、各 CD - ROM を作 
成してください。 




セットアップをはじめよラ 
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電源を切る 

セツトアップが終了したら、電源を〇 FF にしましよう。 



[スタート]ボタン—[終了オプション]を選択し 
ます。 


A いきなり電源スイッチを押して電源を〇 FF 
/!\にする動作を繰り返すと 、 Windows XP の 
注意システムが壊れて 、 Windows XP の再イン 
ス I ルが必要になることがあります。電 
源を OFF にするときは正ししヽ手順で操作し 
てください。 


【コンピュータの電源を切る】ダイアログが表示 
されます。 



□ 


[電源を切る]をクリックします。 


^ [スタンバイ]の使いかたについては、68〃 


72ページをご参照ください。 


キーボードを使って Windows を終了するには 

画キーを押し、 @ キーで[終了オプション] 
を選択します。【コンピュータの電源を切る】 
ダイアログが表示されたら、再度®キーを 
押します。 


自動的に本体の電源が〇 FF になります。 


|~|必要に応じて周辺機器の電源を OFF にします。 
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2 回目以降に電源を入れたときは 

Windows XP セットアップが終了すれば、次に電源を〇 N にしたとき、そのまま 
Windows XP のデスクトツプ画面が表示されます。 



電源スイッチを押します。 


しばらくすると 、 Windows XP のデスクトツプ 
画面が表示されます。 


リカバリ CD - R 〇 M を光ディスクドライブに 
入れたままパソコンの電源を ON にすると、 
リカバリの開始画面が表示されます。 

その場合、画面の指示に従い、再インス! 
ルを中断した後、リカハ'リ CD - R 〇 M を取り 
出してから再起動してください。 


※再起動後に表示されるデスクトツプ画面は、ご 
購入しヽただいたバソコンによって異なります。 



セットアップをはじめよラ 
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電瀾を切らずに再起動する 

デバイスドライバのインス I ルが終了した後や、 Windows の動作が不安定(画 
面が乱れたり、画面が動かない)になったときは、次の手順で、 Windows を再起 
動させます。 



[スタート]ボタン—[終了オプション]を選択し 
ます。 

【コンピュータの電源を切る】ダイアログが表示 
されます。 



[再起動]をクリックします。 


m 


画面が固まってしまったら ■ 

アプリケーションソフトの操作中に、マウ 
スカーソルや画面が動かなくなってしまっ 
たときなど、操作が続けられないときは、 
_+キーを同時に押してくだ 
さい。再起動せずに特定のアプリケーショ 
ンソフトを終了させることができます。 


( c ^ 別冊の「困ったときには…」） 
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ロクオン/ロクオフする 

本製品を複数の人間で利用するとき、ログオン/ログオフ作業が必要です。 
ログオンすることで、各自の使用環境を切り分けて本製品を使えます。 


节グオンする 


Windows 起動時にログオンするユーザを選択することで、対応する使用環境を割り当てます。 

バソコンの電源を ON にします。 


_// 

園 _ 

Windows 

yamada 

開始する(こはユ-ザ-名的ひ力してください。 



一— 





※再起動後に表示されるデスクトツプ画面は、ご 
購入しヽただいたバソコンによって異なります。 


D 


B 


しばらくするとユーザの選択画面が表示されます。 


ログオンするユーザを選択します。 
パスワードが設定されている場合は、パスワー 
ドを入力します。 


寥 


パスワードが拒否された場合は、大文字と 
小文字を間違って入力していないか再度ご 
確認ください 。 Windows XP では 、 Tarou 
と tarou は違ラ文字列として判別されます。 


しばらくすると、 Windows XP のデスクトツプ 
画面が表示されます。 




パスワードを設定する場合、入力したパス 
ワードはメモをとるなどして、忘れないよ 
ろにしてください。 



セットアップをはじめよラ 
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ログオフする 


本製品起動時にログオンしたユーザを、ログオフします。 

ログオフすることで、今まで使用していたユーザに割り当てられていた使用環境が無効になります。 



V 


インターネ 9 卜 

internet Explorer 

> マイドキュメント 

電子メール 

1 最近使ったファイル(以 

Microsoft Outlook 

G > マイビクチ V 

MSN Explorer 

> マイミュージ9ク 

Windows Media Player 

Windows ムービー メーカー 

« J マィコンビュ-夕 

4 マィネ 9 トワ-ク 

1 > コント□ールパネルぬ） 

Windows XP ツアー 

免 接卿 

Microsoft Word 

;：^ ブリンタと FAX 

ファイルと設定の転送ウィザード 

物 ヘルブとサポ-卜 (U) 

>-) 検索 ⑤ 

すべて®ブ□クラム (£) > 

〇ファイル名を指定して実行 (E 


[スタート]ボタン—[ログオフ]を選択します。 


【 Windows のログオフ】ダイアログが表示され 
ます。 



[ログオフ]を選択します。 


現在選択されてしヽるユーザがログオフされます。 
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ログオン/ログオフする 


■ーザーの切り替え 


「ログオン/ログオフ」機能では、ユーザが本機にログオンする前に、それまで使用していたユーザ 
がログオフしなければなりませんでした。 

それに対して、「ユーザーの切り替え」機能は、同時に複数のユーザが本機にログオンできます。 
ユーザを切り替えることで、複数のユーザがログオンしていても使用環境を使い分けることがで 
きます。 


I ヒ▲产 :•…•口 


声イントネ，卜 

Internet Explorer 

|©1|電子メ-ル 

Microsoft Outlook 

MSN Explorer 
Windows Media Player 
% Windows ムービー メーカ w 
Windows XP ッァ - 

Microsoft Word 
ファイルと設定の転送ウィザード 


すべて®ブ□クラム (£> > 


^マイドキュメント 

最近使ったファイル(砂 
ろマィビクチ V 
•/マイミュージ9ク 
j マイコンピュータ 
マイネクトワーク 

Q* コントロ - ルパネル © 

一掊続① 

&ブリン处 FAX 

ヘルプとサポート (ii) 

検索⑤ 

〇ファイル名を指定して実行 (E 




[スタート]ボタン—[ログオフ]を選択します。 

【Windows のログオフ】ダイアログが表示され 
ます。 




B 


[ユーザーの切り替え]ボタンをクリックします。 

今まで使用していたユーザーアカウントが 
Windows XP よりログオフされ、ログオン画面 
が表示されます。 


新しく使用するユーザーアカウントを選択します。 


新たなユーザーアカウントで Windows XP に口 
グオンしました。 

以上で ユーザーの 切り替えは終了です。 



セットアップをはじめよラ 
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1 各部の名前と機能を確認する . 

デイスプレイカバーの開け閉め . 

U ®. 

. 

捕酒 . 

E ®. 

ステータス LED について . 

2 AC アダプタの接続とバッテリの充電… 

初めて使うときは . 

バッテリの残量警告と終了動作の設定 ••••• 
バッテリパックの交換 . 

3タッチパッドを使ってみよう . 

タッチパッドの名前と機能 . 

タッチパッドの操作方法 . 

4キーボードを使ってみよう . 

フアン クシ ヨンキー (アミの部分） . 

テンキーを使って数字を入力する . 


クイック スタート ボタン . 52 

各 キーの 機能 . 53 

5フロッピーディスクを使ってみよう……55 

データを書き込み禁止にする . 55 

ファイルをフロッピーディスクにコピーする • -56 

6 CD - ROM を使ってみよう . 57 

CD - ROM ディスクの出し入れ . 58 

7音量を調整する . 60 

内蔵スピーカについて . 60 

スピーカの 音量を調整する . 60 

録音をする . 62 

8画面の解像度を調整する . 64 

9赤外線通信ポートを使う . 66 

10 省電力機能を使用する . 67 

省電力機能の種類 . 67 

スタンバイ.休止状態に入る . 68 

スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す . 71 


ご使 



本製品各部の名前と機能の説明、タッチパッドや光ディスクドライブなど、本製品の基本的な操作方 
法を説明しています。必ずお読みください。 


3880123 4467 889 oil 
3334444 4444 444 555 






































各部の名前と機能を確認する 

本体各部の名前とその機能について説明しています。なお、別のページで詳し 
く説明されている部分もありますので、参照ページも合わせてお読みください。 


I デイスプレイ カバーの 開け閉め 



ディスプレイカバーを指で持ち上げて、見や 
すい角度まで開きます。 



デイスプレイカバーを閉じるときは、デイス 
プレイカバーから「カチッ」と音がするまで手 
前に倒して、デイスプレイカバーラッチが 
ロックするようにします。 
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各部の名前と機能を確認する 


〇ディスプレイカバーラッチ 

ディスプレイをキーボード部にロックします。 

❷ディスプレイ 

文字やグラフィックが表示されます。 

省電力機能 ( C 穿67〜71ページ)によりバソコ 
ンが動作していなければ、自動的にディスプレ 
イの表示が消えるように設定できます。 

❸ステータス LED 

本機の動作状態が表示されます。 

( C ^ 43ページ） 

〇電源スイッチ（〇) 

本体の電源を〇 N します。 （@31 ページ） 

また、電源スイッチを押したときに、省電力機 
能(瞭67〜71ページ)で設定した動作を実行 
させることができます。 

電源を ON にすると、電源スイッチが青色に点 
灯します。 


A HDD LED 、 CD-ROM LED /^ 点火丁して 
/'\ いるときに、パソコンの電源を〇 FF にし 
注意たり、リセットしたりしないでくださし、。 
ドライブが故障したり、データが壊れた 
りする恐れがあります。 

また、電源を〇 FF にした後、再度電源を 
〇 N にするときは、5秒以上待ってから 
操作してください。 


© タッチパッド 

指を軽くのせて動かすと、ディスプレイ上のマ 
ウスポインタが移動します。 

_ 48〜49ページ） 

❻ スクロール ボタン 

ウィンドウの スクロールに 使用し ます。 

(隊49ページ） 

❼タッチハ°ッドボタン 

それぞれ、マウスの右ボタン、左ボタンに対応 
しています。 （1^48 〜49ページ） 


❽ステレオスピーカ 

Windows のシステム音や、マルチメディアを使 
用したときの音声が、ステレオで出力されます。 
60〜61ページ） 

❾赤外線通信ポート ( IrDA ) 

赤外線通信ポート ( l 「 DA ) を持つパソコンやプリン 
夕同士で、データを転送するためのポートです。 
( c ^ 66ページ） 

❿ボリューム 

内蔵スピーカから出力される音量を調整します。 
( c ^ 6〇〜61ページ） 

❿マイク端子 （ / ) 

外部オーディオ機器を接続し、音声を本機に取 
り込みます。（隊8〇ページ） 

0へッドホン端子 

市販のへッドホンを接続します。 

音声はステレオで出力されます。 

_8〇ページ） 

❿ EEE 1394 端子 (4 ピン） 

D V 端子付きのデジタルビデオなどを接続しま 
す。 （@81 ページ） 

❿クイックスタートボタン 

E メールの受信、ホームページへのアクセスな 
どがワンタッチで実行できます。 

( C ^ 52ページ） 

© キーボード 

キーを押して文字を入力したり、コマンド(命 
令)を送ったりします。（陵5〇〜54ページ） 



STE-02 ご使用になる前に 
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左側面 


❾ケンジントンロックキー 
ホール 

❽通風孔_ 


© DC 入力端子- 

❻アナログ CRT ポート 

❻ LAN ポー I - 

❹ FAX / モデムポート 


❷ PC カードスロット 
❸ USB ポート（や） 



❶ PC カードイジェクトボタン 

差し込んだ PC カードを取り出します。 
(瞭91ページ） 


❻アナログ CRT ポート 

外部デイスプレイと接続します。 
( I ® 3 96ページ） 


❷ PC カードスロット 

PC Card Standard 準拠の PC カードを差し込みます。 
(瞭89ページ） 

❸ usb ポート(が^) 

USB 対応の周辺機器を接続します。 USB 2.0 規格 
準拠の周辺機器も使用できますが、転送速度な 
どは USB 1.1 規格 （ Full - Speed ) に基づきます。 
(瞭82〜87ページ） 

❹ FAX / モデムポート 

アナログ電話回線と接続します。 

(11^20 ページ） 

❻ LAN ポート 

1 0 BASE - T /1 〇〇 BASE - TX 接続対応の LAN ポート 
です。 

A 本機の LAN ポートに接続できるケーブル 
/•\ は 10 BASE - T /100 BASE-TX 規格のイー 
注意サネットケーブルのみです。それ以外の 
規格のケーブルは使用しないでくださ 
し、。特に ISDN ケーブル ■ モジュラーケ 
ーブルは、絶対に LAN ポートへ接続しな 
いでください。故障の原因となります。 


❼ DC 入力端子 

付属の AC アダプタを接続します。 

_ 22ページ） 

A ■ 付属の AC アダプタ以外は絶対に使用 
/•\ しないでください。火災 ■ 感電の恐れ 
注意 があります。 

■AC アダプタの上に物をのせたり、く 
るんだりしないでください。 AC アダ 
プタが発熱し、火災を起こす恐れがあ 
ります。 


❽通風孔 

本機内部の熱を冷却する風を通します。壁など 
で塞がないでください。 

❾ケンジントンロックキーホール 

盗難防止用のロックに使用するための、取り付 
け穴です。 
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各部の名前と機能を確認する 


右側面 



- © S ビデオ出力端子 

- ❻ USB ポート （ 々 ） 

❹光ディスクドライブ 

光ディスクドライブが読み込み可能なディスク 
を挿入します。光ディスクドライブは、製品の 
構成によって異なります。 

( c ^ 57〜59ページ） 

❻ S ビデオ出力端子 

S 映像入力端子付きのテレビやビデオと接続し、 
パソコンの映像をテレビやビデオに出力します。 
(陵81ページ） 

❻ USB ポー h ( 

USB 対応の周辺機器を接続します。 USB 2.0 規格 
準拠の周辺機器も使用できますが、転送速度な 
どは USB 1. 1規格 ( Full - Speed ) に基づきます。 

(隊82〜87ページ） 


(隊59ページ) 


〇光ディスクドライブ強制排出孔 

イジェクトボタンを押しても光ディスクドライ 
ブのトレイが出てこない場合、針金などを差し 
込むと、光ディスクドライブのトレイを強制的 
に排出させることができます。（@58ページ） 

A 光ディスクドライブが正常に動作してい 
る場合は使用しないでください。頻繁に 
注意使用すると故障の原因となります。 

❷イジェクトボタン 

光ディスクドライブにディスクを挿入するとき、 
または取り出すときに押すボタンです。 

❸光ディスクドライブロックスイッチ 

光ディスクドライブの誤作動を防止するスイッ 
チです。 「 LOCK 」 に合わせておくと、光ディスク 
ドライブのトレイが飛び出なくなります。 
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❶通風孔 

バソコン内部の熱を冷却する風を通します。 

❷増設用メモリモジュール 

増設用メモリを取り付けることができます。 

(瞭93〜95ページ） 

❸バッテリ取り外し用ラッチ 

バッテリパックを取り外すときに、スライドさ 
せながら取り外します。 

_ 47ページ） 

❹バッテリパック 

AC コンセントが無し、場所でノ\°ソコンを動作させ 
るためのバッテリです。 

(瞭44ページ） 
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各部の名前と機能を確認する 


1 


ステータス LED について 



〇 CD-ROM LED (❸） 

光ディスクドライブのアクセス中に点灯します。 

❷ェ一 LED ( 0 ) 

ハードディスクドライブのアクセス中に点灯し 
ます。 


ニューメリック 

❸ Num ロック LED 


I NumLk 1^- 


(Q ) 

がロック状態のときに点灯します。 


O Caps ロック LED 


( @ 


[ CapsLock ] キーがロック状態のときに点灯します。 
ロック状態時は、@キーを押さずアルファ 
べットを大文字で入力できます。 


ス クロー ノレ 

❻ Scr 旧ック LED 


(© ) 


( ScrollLock ] キーがロック状態のときに点灯します。 
ロック状態の機能は、使用するアプリケーシヨ 
ンにより異なります。 


❻ AC アダプタ LED ( 〇) 

AC アダプタ使用時の電源状態を表示します。 
_ 45 ページ） 

❼バッテリ LED (tEH) 

バツテリ使用時の電源状態を表示します。 
(C^ 45 ページ） 

❽チャージ LED (〇) 

バツテリの充電状態を表示します。 

(C^ 45 ページ） 


A 

注意 


HDD LED 、 CD-ROM LEDAS 点火丁して 
いるときに、パソコンの電源を〇 FF にし 
たり、リセットしたりしないでくださし、。 
ドライブが故障したり、データが壊れた 
りする恐れがあります。 

また、電源を〇 FF にした後、再度電源を 
〇 N にするときは、5秒以上待ってから 
操作してください。 
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AC アダプタの接続とバッテリの充電 

本機の電源は、付属の AC アダプタを使って AC コンセントからとる方法と、 
バッテリノ \°ックを使う方法の2通りあります。 


初めて使ラときは 


バッテリは十分に充電されていない状態で出荷されています。初めてお使いになるときは、ハ'ッ 
テリハ°ックを取り付けてから、 AC アダプタを接続してご使用ください。 

AC アダプタは、 AC コンセントから電源をとるときだけでなく、バッテリパックを充電するとき 
にも使います。また、充電中も本製品を動作させることができますので、お買い上げ後、まずバ 
ツテリパックを装着して、充電をしてください。 


A ■ 弊社純正の AC アダプタ以外は、絶対に使 
/!\ 用しないでください。火災■感電の恐れ 
警告 があります。 

■ AC アダプタの上に物をのせたり、くるん 
だりしないでください。 AC アダプタが発 
熱し、火災を起こす恐れがあります。 


CIAC アダプタの接続とバッテリの充電 



AC アダプタのプラグを、本体左側面の DC 入力 
端子に差し込みます。 


電源ケーブルを AC アダプタと電源コンセント 
に接続します。 


チヤージ LED ( O ) がオレンジ色に点灯し、充 
電が始まります。 



使用できる AC 電源は何ボルト？ 

本製品に付属の AC アダプタは、 100 V から 
240 V まで対応しており、自動的に切り替わ 


りますので、海外でもお使いになれます。 
ただし、海外で使ラときは、プラグの形状が 
異なることがありますのでご注意ください。 


ハ' ッテリのみでお使いのときは AC アダプタを 
取り外してください。 

AC 電源でお使いのときは、このまま AC アダプ 
夕を接続したままでお使いください。 
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AC アダフタの接続とバツテリの充電 


G ステータス LED の表示 



AC アダプタ LED( 〇 


状態 

内容 

点灯 

AC アダプタを使用して、電源が〇 N の状態です。 

点滅 

AC アダプタを使用して、電源がスタンバイの状態です。 


ノ ゞ ツテリ LED( cED 


状態 

内容 

点灯 

ハ'ッテリを使用して、電源が〇 N の状態です。 

点滅 

ハ'ッテリを使用して、電源がスタンバイの状態です。 


チヤージ led( a 


状態 

内容 

緑色に点灯 

バツテリが満充電の状態です。 

オレンジ色に点灯 

バツテリが充電中の状態です。 

赤色に点滅 

バツテリの残りが1◦%以下の状態です。 


A 


注意 


バッテリパックは、バッテリ動作中に交換することはできません。必ず「バッテリパックの交換」 
(m 3 47ページ)の説明に従って交換してください。 

バッテリの残量が少ない状態でアプリケーションの操作を続けると、データやプログラムフアイ 
ルが消えるなどの事故が発生する恐れがあります。バッテリの残量がすべて無くなると、アプリ 
ケーションの使用中でも電源が OFF になります。バッテリの警告音が鳴ったらすぐにデータを保 
存してください。 

バッテリパックは消耗品です。消耗によるバッテリパックの交換は、保証期間内でも有償とさせ 
ていただきます。 


m 


スタン ノ\イと休止 状態 

スタンバイはアプリケーションソフトなどの動作状態をメモリに保存し、パソコンの電源を〇 FF にする 
機能です。次回、電源を〇 N にすると、電源を OFF にした直前の状態で、パソコンが起動します。 

使用中のアプリケーションソフトを終了させることなく電源を〇 FR こできるので、アプリケーショ 
ンソフトを起動し直す必要がありません。ただし、スタンバイの状態では、少量の電力が消費され 
ているため、バッテリのみで使っているときに長時間スタンバイの状態にしておくことはお勧めで 
きません。 

休止状態も電源を OFF にする直前の状態で起動させる機能ですが、動作状態をメモリではなく固定デイ 
スクに 保存す るた め、休止状態の間に電力を消費することはありません。 

スタンバイと休止状態の設定方法は、「省電力機能を使用する」 （1^67 〜71ベージ)をご参照ください。 
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バッテリの残量警告と終了動作の設定 

-づ 


バツテリ残量が少なくなってきたことを知らせる警告音と、ハ'ツテリ残量が無くなったときにパ 
ソコンをどのような状態で電源を〇 FF にするかを設定できます。 


□ [スタート]ボタン—^[コント ロール バネル] — [バ 
フォーマンスとメンテナンス]4[電源オプショ 
ン]を選択します。 

【電源オプションのプロパティ】ダイアログが 
表示己れます。 



□ 



[アラーム]タブを選択します。 


チェックを入れると、バッテリ残量が警告表示 
されます。 


[アラームの動作]ボタンをクリックすると、警 
告表示後のパソコンの動作を設定できます。 


残量低下の アラームの 助作 


1 凶音で知らせる@ 

回勿セージを表示する似」 


「^アラーム後のコンピュ-夕の肋麵： 


I スタンパイ: 




□ ブ的•ラムが応答しない塌合で•も、スタン y 彳イまたはシやットタウンする ( E ) 


ブ□う.ラムの実行 

( ~~ブ□クラムの構成®~~1 




B 


警告の通知方法を音で知らせるか、メッセージ 
で表示させるかを選択します。 

両方を選択することもできます。 

警告表示後のハ°ソコンの電源状態を、スタンバイ、 
シャツトダウン、休止状態から選択します。 


^ ok 


• • 


B 


[ OK ] ボタンをクリックします。 


バッテリの残量が5%になると、どの設定で 
ず ノも休止状態に入ります。 
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AC アダフタの接続とバッテリの充電 


リパックの交換 


A ■弊社純正のバッテリパック以外のバッテリは絶対に使用しないでください。また、ハ'ッテリパッ 
ZIa クの分解や破壊、火中への投入、加熱、端子の短絡なども絶対に行わないでください。爆発した 
警告り火災を起こす恐れがあります。 

■バッテリパックの取り扱いについては「本製品を正しく安全にお使いいただくために」2 
〜5ページ)も必ずお読みください。 

バッテリパックの交換は、電源が〇 FF のときしかできません。交換の前には、 AC アダプタ LED 、 
バッテリ LED が消灯していることを確かめてください。 



D 


デイスプレイカバーを閉じ、本体を裏返して、 
静かに置きます。 

ノ ゞ ッテリ取り外し用ラッチを矢印の方向にスライ 
ドさせたまま、ノ\ッテリパックを取り外します0 





交換用のバッテリパックを、矢印の方向にはめ 
込みます。 


鼯 


バッテリがロックされるまで、確実にはめ 
込んでください。 
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タッチバッドを使ってみよう 

本機には、マウスと同じ機能を持つ「タッチパッド」があります。タッチパッド 
を使って画面上のマウスポインタ（マウスカーソルともいう）を動かし、 
Windows を操作します。 


A - タッチパッドをペン先などの先の尖ったもので触れたり、表面シートをはがしたりしないでくだ 
さい。故障の原因となります。 

注意 ■ 2本以上の指や手袋をした指、また、濡れた指などで操作しないでください。正常に動作しませ 
ん。また、指先の皮脂や汚れによっても正常に動作しない場合がありますので、そのときは、十 
分に汚れを取りのぞいてからご使用ください。 

-マウスポインタはタッチパッドを軽く触れるだけで動作します。必要以上に力を入れたり無理な 
姿勢で操作すると、指や手首を傷める原因となります。 


タッチパッドの名前と機能 


タッチパッドは、本製品のキーボードの手前中央にあります。タッチパッドに指を触れて軽く動 
かすと、画面上のマウスポインタがその動きに応じて動きます。 


タッチパツド上の指の動きに合わせて、 
マウスポインタも動く 



本製品のタッチパッドには次のような名前と機能があります。 



左ボタン 

左クリックするときに押します。 

タッチバッド 

指を触れて動かすと、画面上のマウスポインタがその 
動きに応じて動きます。 

右ボタン 

右クリックするときに押します。 

Windows では、右クリックすると シヨー トカットメ 
ニューが表不されます0 
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スクロールボタン 

画面を上下にスクロールするときに押します。 



























馨クリックとダブノレクリック 


■クリック 

タッチパッドの左または右ボタンをすばやく押して離すこと 
です。メニューやアイコン、ボタンなどを選択したり、ワー 
プロソフトなどで文字入力の位置を決めるのに使います。夕 
ッチパッド上を1回たたいてもクリックできます。 

■ダブルクリック 

タッチパッドの左または右ボタンを続けて2回すばやく 
クリックすることです。アイコンを選択してアプリケーシヨン 
を起動するときなどに使います。タッチパツド上をすばやく2 


回たたいてもクリックできます。 


⑩ドラッグ&ドロップ 

ドラッグとは、アイコンなどをクリックして選んだままの状態で別の場所に動かすことです。 
ドロップとは、ドラッグして動かしたアイコンなどを、目的の場所に置くことです。 




) お気 (ZAO ⑻ツ-ル①ヘルブ Qd> 


ファイルとフォルダ®夕嫌 M 


^こ(》フ7イルを：!ピ'•する 
Iこの7?ィルを Vteb に公^ ts 
^ |の方イルを電子メ'■ルで： 

^この7?ィルを印刷 ts 
( この:77イル補 IJ 除す5 




'か 


■■■■■MiAB 頜デスクト9ブ 

^共有ドキ: Ly ント 
_ 3マイコンピュ^! 

g マイネゥトワ-ク 


D 

B 

B 


アイコンの上にマウスポインタを合わせて、 
タッチバッドの左ボタンを押します。 

(※押したままにしてください。） 

左ボタンを押したままマウスポインタを動かし 
ます。 

「ごみ箱」アイコンの上で左ボタンを離すとド 
ロツプされ、ごみ箱の中に入ります。 


⑩スクロール 

スクロールボタンを押すことで、 Windows の画面を上下にスクロールできます。 



タッチパッドを使ってみよう 


タッチパッドの操作方法 
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キーホードを使ってみよろ 

キーボードは、文字や記号を入力したりパソコンへ指示をする役目をもってい 
ます。ここでは、キーボードの各キーの名前や機能について説明します。 


キーはその機能によって、役割が大きく 5 つに分かれます。 

ここでは便宜上、キーボードを色分けして説明していますが、製品のキーボードは色分けされて 
いません。 


フアンクシヨンキー 文字入カキー 



Windows (ウインドウズ)キー 制御キー アプリケーシヨンキー 



(^Windows キ ー 

単独で押すと Windows XP の「スタート」メ 
ニューを表示します。次のキーと合わせて 
押すと、 Windows XP の代表的な機能がすぐ 
に使えます。 


0+® 

Windows XP の「ヘルプとサ 
ポートセンター」を表示 

k 」 +[m 1 

ウインドウの最小化 

\ss +〔Tabj 

タスクバーに表示されてい 
るボタンの切り替え 

: 

【ファイル名を指定して 
実行】ダイアログを表示 

0+® 

マイコンピュータを起動 

Q + 0 

ファイルとフオルダ検索画 
面を起動 

+ ( Pause ) 

【システムのプロパテイ】 
ダイアログを表示 

] ss 「+ ICtrl ]+0 

コンピュータの検索画面を 
起動 


③アプリケーションキー 

マウスの右ボタンに相当します。使用するア 
プリケーションによって動作が異なります。 
お使いのアプリケーシヨンソフトの マニ ユア 
ルをご参照ください。 

(1 制御キー(薄いアミ部分） 

文字入カキーと組み合わせて使ラキ ー、 入力 
位置を決めるキー、パソコンに対してコマン 
ド(命令)を送るキーなどです。 

これらのキーだけを使って文字を直接入力す 
ることはできません。 

(|文字入カキー 

主に、アルフアベットやひらがな、カタカナ、 
数字、記号などを入力するためのキーです。 

1つのキーに2つ以上の文字が割り当てられ 

ており、 [ capsLock ) (^hift II NumLk |1ひらがな II カタカナ |の各 

キーと組み合わせて、目的の文字が入力でき 
ます。 
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キーボー ドを使ってみよう 


ろ 


ンキー(アミの部分) 


制御キーの 一つで ある®キーとファンクシヨンキーの組み合わせにより、画面の輝度を変えたり、 
省電力機能を作動させたりできます。 

本体デイスプレイのバックライトの ON / OFF を切り替える 

@キーを押しながらキーを1回押すごとに、本体デイスプレイのバツ 


iSo [ 


クライトの〇 N / 〇 FF を切り替えます。 


③本体ディスプレイ表示か外部ディスプレイ表示かを切り替える 

@キーを押しながら@キーを1回押すごとに、本体ディスプレイのみ- 
外部ディスプレイのみ—両方同時の機器の順に切り替わります。 

(暖81、96ページ） 




TF2 \ 

Fn 

+ 

/Un i 





③スタンバイに入る 


@キーを押しながら@キーを1回押すと、省電力機能が働きます。 
(隊67〜72ページ） 


〇)輝度を調整する 


Fn 

+ 

1 



IK I 


@キーを 押しながら@ キーを 押すごとに、ディスプレイの輝度が下が 
り、 [ Z 3 キーを 押すごとにディスプレイの輝度が高くなります。 


テンキーを使って数字を入力する 



通常、数字は英数モードのときにフアンクシヨン 
キーの下に並んでいるキーで入力することができ 
ますが、 f ^ l + [ NumLk ) キーを押すと、キーボードの 
図の部分(ニューメリックキー)でも数字を入力でき 
るようになります。文字よりも数字の入力のほう 
が多いといラ場合などは、電卓のテンキーのよラ 
に使ラことができます。 
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クイック スタート ボタン 


本機前面にあるボタンを押すと、ワンタッチで次の機能が使用できます。 



—❷お気に入りボタン （ I ン I ) 

——©検索ボタン （ P ) 

——❹インターネットボタン （< i ,) 


❶ E メールボタン （ 13 ) 

Outlook Express が起動します。 

❷お気に入りボタン （ 0 ) 

Internet Explorer の動作中に押すと、あらかじめ設定 
した「お気に入り」のホームページの一覧が表示され 
ます。 

❸検索ボタン （P ) 

Internet Expl 〇 「 e 「 の使用中に押すと、 Micr 〇 soft 社の 
検索サイト 「 MSN サーチ」にジャンプします。 
Internet Explorer を使用していない状態で押すと、 
ファイルの検索画面が表示されます。 

❹インターネットボタン （) 

Internet Explorer が起動します 0 


罾 


初期設定では「ソーテックオンライン」 

( http : // www . sotec . co.j p /) が表示されます 0 
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キーボー ドを使ってみよう 



Oh 


CapsLcx 
英数 漢 


F 一 G 一 H 

i^J 




-❿ 


© @) ® ® 

断させるコマンド(命令)を送るときに使 

ニスケーブ)キー 

:取り消したり、実行を中止します。 

3(ポーズ) キー 

[れているものを中断します。 

:( ブレーク)キー 

-ク信号を送ります。 

ている機能を呼び出すときに使います。 

<クションキー 

ら^)までの12個のキーにそれぞれ別の機 
:]マンド(命令)が割り付けられています。 
:押したときの動作はアプリケーションに 
きなります。 

(命令)や設定されたものを決定するとき 

to 

(エンター)キー 

あるコマンド(命令)の実行を決定したり、 
f れたものを確定させる場合に押します。 


丄丄 


また、文字を入力しているときは、このキーで 
改行できます。 

画面のハードコピーをとつたり 、 Windows XP の 
画面を取り込むときに使います。 

❻ PrtScr (プリントスクリーン)キー 

表示されてし\る画面を取り込んでクリップポー 
ドに転送します。 

文字を編集するときに使います。 

❼ Insert (インサート)キー【ロックされます】 

文字入力のモードを切り替えます。1回押すご 
とに、カーソル位置にある文字の間に挿入する 
「インサートモード」と、カーソル位置の文字に 
上書きする「タイブオーノ ーモード」が切り替わ 
ります。 

❽ Delete (デリート)キー 

カーソル位置から右側の文字を削除します。 
カーソル位置は変わりません。 

❾ Back Space (バックスペース)キー 

カーソル位置から、左側の文字を削除します。 
カーソル位置は左に動きます。 


ロック状態について 

キーには、1回押すごとに状態が固定されてロック状態に 
なるキーと、固定されずに押したときだけ機能するキーの 
2通りあります。 

ロックされるキーの中でも右の3種類のキーは、ロック状 
態になるとキーボード上のステータス LED が点灯します。 


1 F 11 '' 


イ V 

CapsLock 


' F 12 \ 

/ NumLk 

/\ _ ^ヽ 


英数漢字 


丄⑽丄 

(/ V 

ノ / 

- C 

、 ( 

/ \) 


各キーの機能 
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❿ Tab (タブ)キー 

文字を入力しているときに押すと、タブが挿 
入され力 ー ソルが右に移動します。 [Shift ) キ ー 
と同時に押すと、一つ前のタブ位置まで戻り 
ます。また、表計算やデータベースなどのア 
プリケーシヨンでは、次の項目への移動など 
に使われます。 

文字入カキーと組み合わせて、文字を入力すると 
きに使います。 

❿ CapsLock (キャップスロック）.英数キー 
【ロックされます】 

アルファベットを入力するときの文字種を切り 
替えます。@キーと同時に1回押すごとに、 
「大文字モード」と「小文字モード」が切り替わり 
ます。また、ひらがな/カタカナモードからア 
ルファべットや数字を入力する英数モードに切 
り替えるときにも使います。 

(@53 ページ 「メモ」） 

©半角/全角キー【ロックされます】 

文字を入力しているときの文字種を切り替えま 
す 。 Windows XP の日本語入カシステム 
Microsoft IME では、1回押すごとに「日本語入 
カモード」がオン/オフになります。また、 [ Alt ] 
キーと同時に押すと「日本語入カモード」になり 
ます。 

❿ Shift (シフト)キー 

他のキーと同時に押すことで別の機能を実行し 
たり、実行方法を一時的に変えたりすることが 
できます。例えば、「大文字モード」で文字を入 
力しているときに、アルフ ァベ ットキーと同時 
に押すと、小文字で入力することができます。 

空白を入れたり、漢字に変換するときに使います。 

❿無変換キー 

日本語入カシステムを使っているときに、入力 
した文字を漢字などに変換したくない場合に押 
すと、入カモードが変わります。 

© 変換 キー 

日本語入カシステムを使っているときに、入力 
した文字を漢字などに変換するときに押します。 


❿カタカナ/ひらがなキー【ロックされます】 

「カタカナモード」と「ひらがなモード」を切り替 
えます。「カタカナモード」のときはこのキーの 
み押すと、「ひらがなモード」に、「ひらがなモ 
ード」のときは^)キーと同時に押すと「カタカ 
ナモード」に切り替わります。また、 f ^1 +W 
キーと同時に押すとカナキー入力のオン/オフ 
を切り替えることができます。 

® スペースキー 

文字を入力しているときに押すと、スペース 
(空白)が入ります。 

カーソルを動かしたりページをめくるときに使い 
ます。 

❿ カーソルキー 

キーに表記されている矢印の方向に、カーソル 
が移動します。 

他のキーと組み合わせて機能を実行するときに使 
います。 

❿ Ctrl (コントロール)キー 

文字入カキーや、他の制御キーと組み合わせて 
使ラことにより、特定の動作ができます。 

❿ Alt (オルト)キー 

オルタネートキーともいい、文字入カキーや、 
他の制御キーと組み合わせて使ラことにより、 
特定の動作ができます。 

® NumLk (ニュー メリックロック) キー 
【ロックされます】 

@キーと同時に押して使用します。ロックす 
ると、一部のキーをテンキーとして動作させま 
す。ロックを外すと特定の動作キーとして動作 
します。 

( I ® 3 53ページ 「メモ」） 

© ScrLk (スクロール ロック) キー 
【ロックされます】 

@キーと同時に押して使用します。使用して 
いるソフトにより動作は異なりますが、通常は 
カーソル キーの動きを変えることができます。 
(瞭53ページ 「メモ」） 
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フロッピーディスクを使つてみよう 

本機にはフロッピーディスクドライブが装備されていません。フロッピーディ 
スクドライブを使うには、別売のフロッピーディスクドライブを用意する必要 
があります。 


フロッピーディスクを使うときの注意 

注意 3. 5インチフロッピーディスクは、入力したデータなどの保存に使う大切なものです。取り 

扱いにあたっては次の点を十分注意してください。 

また、フロッピーディスクを使わない場合は、パソコンの電源を〇 FR こする前に必ずフロッ 
ピーディスクドライブから取り出して、適切な場所に保管してください。 



テレビや モータの よう 
な、磁気を発生する物 
のそばに置かないでく 
ださい。 



直射日光のあたる車の 
中や、高温の場所に置 
かないでください。ま 
た、湿度の高いところ 
に置かないでください。 



内部の記憶メディアに 
傷を付ける恐れがある 
ため、シャツ ターを開 
けないでください。 



ラベルは、正しい位置 
(—段へこんでいます） 
にお貼りください。ま 
た、別のラベルを貼る 
ときは重ねて貼らず、 
前のラベルをはがして 
ください。 


一夕を書き込み禁止にする 




ライトプロテクトノッチ 


書き込み禁止状態 


フロッピーディスクには、間違って保存している 
データを消したり、上書きされないように、書き 
込みを禁止(ライトプロテクトといいます)すること 
ができます。 

ライトプロテクトを行うにはフロッピーディスクの 
裏側(金属の円盤が見えるほラ)の一方の角にあるラ 
イトプロテクトノッチを動かします。 

■ライトプロテクトノッチが「上側」になっている 
と、フロッピーディスクをフオーマットしたり、 
ファイルの書き込みや消去などができます。 

■ライトプロテクトノッチが「下側」になっていると 
(四角し、穴が開いてし、る状態)、フロッピーディス 
クのデータを消去したり、上書きしたり、追加す 
ることはできません。 
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1 ファイルをフロッピーデイスクにコピーする」 


ファイルをフロッピーディスクにコピーするには、次の2通りの方法があります。 


G その1 



[マイコンピュータ]の中にある [3.5 インチ FD] 
アイコンに、ファイルをドラツグアンドドロツ 
プします。 

操作後、フロッピーディスクにファイルがコピー 
されます。 


(I その 2 




ブレ Ei — Qf) 

編集 (E) 

印刷 (£) 


ブ□クラムから閡く⑻ ► 

1 

J たル受信者 

(D 圧縮 feip 形式〉フォルダ 

© デスクトップ (ショ- トカットを作成） 

1〇マイドキュメント 

伽取り (D 
コビ〇 

ショー トカツトの作成⑤ 

則除必 

名前の変更 (M) 

P9, 3.5 インチ FD (/V) |\ 

為 CD ドライブ伍う 

プロパティ® 


r>\ 


Q ファイルを選択した状態で右クリックします。 
メニューが表示されます。 

|~~| r 送る j—r3.5 インチ fdj を選択します。 

操作後、フロッピーディスクにファイルがコピー 
されます。 



本製品で使用できるフロツピーディスクドライブに関する情報は、弊社ホームページ 
「 http :// www . sotec . co . jp/」 をご参照 ください。 


^^2HD と 2DD 

^ ノ 2HD は「両面高密度倍トラックタイプ」、 2DD は「両面倍密度倍トラックタイプ」の略です。 2HD には 
^ 1.44MB の、 2DD には 720KB のディスク容量があります。 
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CD - ROM を使つてみよう 

ここでは、 CD-ROM を使う方法について説明します。 


CD - ROM を使うときの注意 

注意 光ディスクドライブや CD-ROM ディスクの取り扱いにあたっては次の点を十分注意してく 
ださい。また、 CD-R 〇 M ディスクを使わない場合は、必ず、パソコンの電源を〇 FF にする 
前にドライブから取り出して、適切な場所に保管するようにしてください。 




清掃するときは、レコード用クリーナーやべ 
ンジン、シンナーではなく、必ず CD 専用の 
クリーナーを使ってください。また、レンズ 
クリーナーは乾式のものを使用してください。 
湿式は汚れを増長させますので絶対に使わな 
いでください。 


強い衝撃を与えたり表面にキズを付けないで 
ください。また、ゴミやホコリの多い場所に 
置かないでください。読み込みエラーの原因 
となります。 



記録面にラベルを貼ったり、ペンなどで字を 
書かないでください。 



トレイを開けたままにしておかないでください。 
内部にゴミやホコリが入り込んで故障の原因 
になります。 
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CD - ROM ディスクの出し入れ 



□ 光ディスクドライブロックスイツチを右にスラ 
イドさせます。 


□ 本機の電源が ON になっているのを確認してか 
ら、イジェクトボタンを押します。 

トレイが少し飛び出ます。 

-相の光ディスクドライブは、本機の電' 
源が〇 N になっていないと動作しません。 

-光ディスクドライブロックスイッチが 
「LOCK」 になっていると、トレイの出し入 
れはできません。 , 



□ ディスクの記録面をトレイ側に向けて、トレイ 
にセツトします。 

ディスクはトレイの中心部で固定します。 ' 
「カチツ」という音がするまで確実にデイス 
クをトレイにセツトしてください。 


Q トレイを押し込み、光ディスクドライブを閉じます。 



0 ディスクを取り出すときは、再度イジェクトボ 
タンを押します。 

トレイが少し飛び出てくるので、ディスクを 
取り出します。 



トレイが出てこない場合は ■■■ 

CD イジェクトボタンを押してもトレイが出てこない場合、 


本機の電源を OFF にしたあと、 CD イジェクトボタンの右横 
にある光ディスクドライブ強制排出孔に、針金など（太さ 
1 mm 前後)を押し込んでください。トレイを手動で取り出す 
ことができます。 



光ディスクドライブ強制排出孔 
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CD - ROM を使ってみよう 


⑱光ディスクドライブロックスイッチの使いかた 

光ディスクドライブロックスイッチは、 「 L 〇 CK 」 に合わせると光ディスクドライブのトレイの出し 
入れができなくなります。 CD の再生中に誤作動させたくないときなどに便利です。 



D 


□ 


光ディスクドライブロックスイッチを左にスラ 
イドさせます。 

光ディスクドライブがロックされます。 

光ディスクドライブのロックを解除したいは、 
右にスライドさせます。 


CD-ROM ディスクの規格について 

ノ現在市販されている CD-ROM ディスクには次のよラな規格があり、本機ではこれらすベての規格を 
利用できます。 

コンパクトディスク規格に準拠していない、著作権保護技術付音楽ディスクは動作、音質を保証で 
きません。本製品での再生■録音については、音楽ディスクのパッケージ表示をご参照ください。 

■ CD-DA、CD-Extra 

CD - DA は音楽用の CD です。音楽 CD を光ディスクドライブにセットし 、 Windows XP の 「Windows 
Media Player 」 を起動して音楽を聴きます。 

CD - Extra は音楽用 CD ですが、パソコン用のソフトや、画像、音声ファイルなどのデータも記録され 
ています。 

■ CD-ROM XA 

パソコンのアプリケーションソフトや、画像、音声ファイルなど大容量のデータが記録されています。 
読み出しだけで記録はできません。現在使われている多くの CD - ROM は、この規格にもとづいています。 

■ Video CD 

MPEG - 1方式の動画を記録する規格です 。 Windows Media Player で再生します。 

■ Photo CD 

1枚のディスクに100枚ものフルカラー静止画像を記録できる規格です。記録は専門の業者に依頼し 
なければなりません。また 、 Photo CD を見るには 、 Photo CD 対応のソフトウェアが必要です。 


A 音楽 CD の再生上のご注意 

ム^ディスクレーベル面に通^マークの入ったものなど」 IS 規格に合致したディスクをご使用くだ 
注意さい。 

CD 規格外のディスクを再生した場合、正常な再生の保証は致しかねますので、ご了承ください。 
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音量を調整する 

本機には、サウンド機能が搭載されており、音声を入出力する端子やスピーカ 
が用意されています。ここではそれらを利用するときの、音量の調整方法を説 
明します。 


内蔵スピーカについて 


本機にはステレオスピーカが内蔵されています。スピーカからは3種類の音源から音声を出力で 
きます。それぞれの音源は、 Windows の「ボリュームコントロール」で個別に音量の調整やミキシ 
ングができます。 


PC スピーカ 

コンピュータに標準で装備されている“ビープ音”を発生する音声です。 

デジタルサウンド 
機能 

16ビット DA コンバータを使用したサウンド回路からの再生音声、および 
FM シンセサイザ音源から出力される音声です。 

マイク入力 

マイク端子に接続されたマイクからの音声です。 


I スピーカの 音量を調整する 




スピーカの音量は次のよラに調整します。 


^ Windows でスピーカの音量を調整する 


f ~|タスクハーの资アイコンを左クリックします。 


音量 B] つまみを上下にドラッグして音量を調整します。 



m 


タスクバーに[スピーカ]アイコンを表示させるには 

[スタート]ボタン—[コントロールパネル]—[サウンド、音声、 
およびオーデイオデバイス]—[サウンドとオーデイオデバイ 
ス]を選択すると、【サウンドとオーデイオデノゞイスのプロパ 


テイ】ダイアログが表示されます。 


[音量]タブから「タスクバーに音量アイコンを配置する」をチ 
エックし、「適用」ボタンを選択してください。 
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音量を調整する 


⑱ Windows で左右のバランスや音源ごとに調整する 

g タスクバーの'©アイコンを右クリックします。 

メニューが表示されます。 



I 才-ディオプ□パティ ( D 調整⑻ jf 


ポリ ; L ームコントロール 
バランス： 

か 


「ボリュームコントロールを開く」をクリックし 
ます。 

【ボリュームのプロパティ】ダイアログが表示マ 
れます。 

各音量のつまみをドラッグして調整します。 


❻く 

〇 


□全ミュート ( M ) 


I F^XAF 



⑯ボリユームを使って調整する 

本機前面にあるボリュー厶で音量を調整できます。 



① 右に回す 

内蔵スピーカから出力される音声が大きくなります。 

② 左に回す 

内蔵スピーカから出力される音声が小さくなります。 
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録音をする 


オーデイオ機器などから本機に入力した音声を録音するときは 、 Windows XP の「サウンドレコー 
ダー」を使用します。録音した音声はファイルとして、本機のハードディスクに保存できます。 


( J ) 録音の音^!を調整するには 

本機に入力される音量が小さすぎたり、大きすぎたりするときは 、 Windows XP のボリュー厶コ 
ントロールで調整します。 



D 


タスクバー上にある母アイコンをダフルクリツ 
クします。 

【ボリユー厶コントロール】ウインドウが表示さ 
れます0 


プロパティ® 


ボリュームコント□ールの終了 QP 


音量: 


:I 


I ： SW シンセサイザ 

ス： I パランス： 

Lg - 必於•一:3-必 

音量： 音量： 

:I : I : I : 


B 


メニューバーの[オプション]から、[プロバテイ] 
を選択します。 


me ： 
0.00 秒 








D 


「スタート」ボタン—[すべてのフロクラム] — [ア 
クセサリ]—[エンターテイメント] — [サウンド 
レコーダー]の順に選択します。 

【サウンドレコーダー】ダイアログが表示され 
ます。 


-サウンドレコーター 01 nj \ x \ 


編集 (£) I フ I 如迄）ヘルプ ㈣ 

ESI • 



j ボタンをクリックします。 




録音が始まります。 

■ I ボタンをクリックします。 

録音を停止します。 




1 
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音量を調整する 


ミキサーデバイス (M): | Avance AC97 Audio 
音量の調整 

〇再生®. ~ 


• • •沒 


©，.音.蹓 ]• • • 


•その他 (( 


5 コントロール： 


no mix I 

ire^NJ^x* 參•參 


lono Mix 
tereo 

瞇メ 
V チューナーオーディオ 
D ブレーヤー 
イン入力 
，イク 


]\ ーキャンセル | 


B 

□ 




「録音 j を選択します。 


音量を調整するデバイスにチェックマークをつ 
けます。 


[OK] ボタンをクリックします。 


パランス、 

: …… 

音量: 


B 


選択したデバイスのつまみをドラツグして、音 
量を調整します。 


□逞^て 
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画面の解像度を調整する 

デイスプレイの解像度を変更して、より広い領域で Windows を表示したり、フォ 
ントの大きさを変更して、文字をより見やすく表示できます。ここでは解像度 
やフオントの大きさといつた、画面の設定の変更方法について説明します。 


③解像度や色数を変更する場合 

画面の解像度、色数、フォントサイズは、【画面のプロパティ】ダイアログから調整できます。 


アイコンの整列 <P 
最新の惟報に更新 (£) 


拜占り付け® 

ショ-トカットの貼 1 3 fltt @ 

斩祖忭成 ( W ) 




□ デスクトップ上で右クリックして表示されるメ 
ニューから、[プロパティ]を選択します。 

【画面のプロパティ】ダイアログが表示されます。 



B 




[設定]タブを選択します。 


j を左右にスライドさせ、画面の解像度を選択 
します。 

初期設定は n 〇24 x 768ピクセル」です。 

V ボタンをクリックし、画面の色（表示する 
色数)を選択します。 

初期設定は「最高 (32 ビット)」です。 

[適用]ボタンをクリックします。 

変更を確認するダイアログボックスが表示され 
ます。 



Q [はい]ボタンをクリックします。 


画面の表示性能を UP させるには_ ■ ■ 

HV 画面の表示性能は、ビデオメモリのサイズに比例します。 

したがって、ビデオメモリのサイズを増やすと、画面の表示性能も向上します。 

(ご購入時のビデオメモリのサイズは1 6M バイトに設定されています） 

ビデオメモリのサイズを変更する方法は、電子マニュアル（デスクトップ上の『電子マニュアル』 
アイコンをクリックすると起動します）をご参照ください。 

ただし、ビデオメモリは、メインメモリから割り当てられますので、ビデオメモリのサイズを増や 
す場合、メインメモリも増設することをおすすめします。 （@92 〜95ページ） 
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画面の解像度を調整する 


馨フオントサイズを変更する場合 


アイコンの整列〇) 

最新 (D 牾報に更新 (£) 

貼り付け® 

ショートカツトの貼り付け® 


D 


デスクトップ上で右クリックして表示されるメ 
ニューから、[プロパテイ]を選択します。 

【画面のプロパティ】ダイアログが表示されます。 


II デスクトツプスクリーンセづ ザィン ! J 


1 fBi 1 


ウィンドウとポタン w : 

I Windows XP スタイル 

配色(公 

I 既定薄〉 





t f— ^ 


觀フォン P 

,||キゃンセル I A 




B 

B 

□ 


[デザイン]タブをクリックします。 

Vをクリックし、フォントの大きさを選択し 
ます。 

[適用]ボタンをクリックします。 

しばらくするとフォントサイズが変更されます。 


參 


アプリケーションソフトによつては、イン 
スI^ール時などに自動的に画面設定が変更 
される場合があります。アプリケーション 
ソフトに適した画面設定の変更方法につい 
ては、アプリケーションソフトの取扱説明 
書をよくお読みください。 
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赤外鑣通信ポートを使う 

本機には、赤外線でデータを送受信するための 「I「DA」 規格に準拠した赤外線通 
信ポートがあります。赤外線通信ポートを装備した他の機器とは、ケーブルを 
接続せずにデータの送受信ができます。 


® 赤外線通信ボートの通信範囲 

本機の正面にある赤外線通信ポートと他の機器の赤外線通信ポートが向かい合ラよラに配置します。 


舞 



1m(15° の範囲内)以内で、間に障害物を置かない 

赤外線通信ポートを使ってデータを送受信するときは、ポート間の距離が 1m 以内になるよラに 
配置してください。また、通信中にポート間をさえぎると、通信不能になります。 


③赤外線通信ボートの通信範囲 

赤外線通信ポートが使用できない状態のときは、次の設定を行ってください。 


□ [スタート]ボタン—[コント ロール パネル] 今[プ 
リンタとその他のハードウエア]—[ワイヤレス 
リンク]の順に選択します。 



赤外線 イメージの転送ハードウェア 

. 

成外線デノ w スが近くにぁ5ときに音綱らす 
省ルの転送オブション 

(0 •外線逦言【こょるファィル©受信を可能[こす ㊇ • • 
0ファイ/を隻 it しする吵 
受信したファイルの既定の保存先： 


参照(旦 )…I 


ワイヤレス LAN 設定を梅成するには、 ネットワ-ク接続を 閉いてください。 


OK ] I キャンセル 


B 


□ 


ここをチェックすると、赤外線通信の状態を表 
示するアイコンがタスクバーに配置されます。 

ここをチェックすると、赤外線通信ができる状 
態になります。 


[適用]ボタンをクリックします。 
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省電力機能を使用する 

本機での作業を一時的に中断したいときは、省電力機能を使用すると便利です。 
省電力機能を上手に使ラと、中断時の作業状態を保存したまま、本機の消費電 
力を節約できます。 


省電力機能の種類 


本製品には2種類の省電力機能があります。 

使用状況に応じてご利用ください。 

⑱スタンバイ 

CPU 、 ハードディスクドライブ、ディスプレイなどの動作を一時的に止め、電力の消費を最小 
にします。内部スタンバイ電源で状態を保持しています。電源スイッチを押すと元の状態に戻り 
ます。 

少しの間席をはずすときなど、電源の消費を抑えるのに役立ちます。 

⑯休止状態 

作業中のアプリケーションの状態やデータを、ハードディスクに保存して電源を完全に〇 FF にし 
ます。 

電源が〇 FF になるため、電源をほとんど消費しません。 

電源スイッチを押すと、作業を中断する前の状態で立ち上がります。 

ある程度の時間作業を中断するが、次回起動時にはすぐに作業の続きがしたいときに役立ちます。 


A スタンパイ • 休止状態中の注意事項 

-周辺機器やメモリなどの取り付け ■ 取り外しをしないでください。故障 ■ 感電の恐れがあります。 
注意 ■ スタンバイ ■ 休止状態に入る前は、必ず使用中のデータを保存してください。 


瓣 


休止状態を使用する前に ■ 

休止状態を使用する前に、休止状態が有効に設定されている 
か、ご確認ください。 

① [スタート]ボタン—[コントロールパネル]—[パフオーマン 
スとメンテナンス]—[電源オプション]の順に選択します。 

② [休止状態]タブをクリックして、「休止状態を有効にする」 
にチェックが入っていることをご確認ください。 


格納してからシャットタウン I 
前の状態に戻ります。 


ャ外タウンします。休止状態ブ 


休止状態 ] 

懸臓臓 


休止©ためのディスク領域 
ディスクの空き領域： 36.864 

休止状態にするために必要なデイ J 


'スク領域： 


J 匚キャンセル II 通用⑻二) 
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スタンバイ ■ 休止状態に入る 


スタンバイ ■ 休止状態に入るには次の5つの方法があります。 


_「スタート」メニューから入る 
■ 電源スイッチで入る 
-キーボー ドから入る 
-自動的に入る 

■ 液晶デイスプレイを閉じて入る 

dr スタート」メニューからスタンバイ ■ 休止 状態に入る 



□ [スタート]ボタン—[終了オプション]をクリツ 
クします。 


【コンピュータの電源を切る】ダイアログが表示 
されます。 



□ (スタンバイに入る場合） 

[スタン^{イ]をクリックします。 



(休止状態に入る場合） 

M キーを押しながら、[休止状態]をクリック 
します。 


これでスタンバイ ■ 休止状態に入ります。 
スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。71ページ） 
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省電力機能を使用する 


⑩電源スイッチでスタン^?イ ■ 休止状態に入る 


電源オプション®ブ□パティ 


B 


[スタート]ボタン今[コントロー ルバネル]今 
[パフ オー マンスとメンテナンス] — [電源オプ 
ション]の順に選択します。 

【電源オプションのプロパティ】ダイアログが表 
示己れます。 

[詳細設定]タブをクリックします。 




□ 


「電源ボタン」欄の「コンピユータの電源ボタンを 
押したとき」を「スタンバイ」または「休止状態」に 
設定します。 

[適用]ボタンをクリックしてから、 [0K] ボタン 
をクリックします。 

これで電源スイッチを押すと、スタンバイ■休 
止状態に入ります。 

スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。（隊71ページ） 


⑩キーボードからスタンバイ ■ 休止状態に入る 

D 

B 


電源オブシ3ンのブ□パテイ 

0® 

萤源設定アラ-ム甭源メータ-休止状態_ 

使用する省電力設定を退んで•ください。 


オプション 

□|?ィ35獅バニぼ職爾 i 

0スタンノ s イから回復するときにパスワ-ド®入力％求める® 


電源ボタン 

术ータブルコンピュータを閉じたとき触： 


スタンバイ v LT 

コンビユ-⑽電源ボタンを押したとき©: 

# 

巧”トタ•ウン 


コンビ；1，スリ-ブポタンを押したとき (M): 


「スめバイ 



|| 0K |^| •外:?セル 

D ) | 


「電源スイッチでスタンバイ ■ 休止状態に入る」 
の D □を行います。 


「電源ボタン」欄の「コンピュータのスリープボタ 
ンを押したとき」を「スタンバイ」または「休止状 
態」に設定します。 




[適用]ボタンをクリックしてから、 [0K] ボタン 
をクリックします。 

これでキーボードの®キーを押しながら@ 
キーを同時に押すと、スタンバイ ■ 休止状態に 
入ります。 

スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。（隊71ページ） 
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③自動的にスタンバイ ■ 休止状態に入る 


□ 「電源スイッチでスタンバイ ■ 休止状態に入る」 
の圆、■を行います。 








[電源設定]タブをクリックします。 


「電源設定」欄を「自宅または会社のデスク」に設 
定します。 

「システムスタンバイ」または「システム休止状 
態」欄に、自動的にスタンバイ ■ 休止状態に入る 
までの時間を設定します。 

[適用]ボタンをクリックしてから、 [0K] ボタン 
をクリックします。 


これでスタンバイ ■ 休止状態に入ります。 
スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。71ページ） 


0液晶デイスプレイを閉じてスタンバイ ■ 休止状態に入る 


電源オプション©ブ□パティ 


一一,,一…. ———— — 
^ 使用する省電力設定を逞んでく g さい 〇 # 

•••• 


□アイコンをタスクバーに常に表示する迄） 

0 ス纪^ W から回復するときにパスワード®入力奄求める© 

••• 

B 

電源ボめ 

ポータブルコン棚じたとき她 


|スタンバイ 

• 

B 

コンビュー⑽電源ボタン fe 押したとき (P: 

| スめパイ v| 

コンビュー如)スリーブポ文 /& 押したとき (M>: 




|| 0K ||| キャンセル 

||適用⑻| 

1 . WW 


「電源スイッチでスタンバイ ■ 休止状態に入る」 
の■、0を行います。 

[詳細設定]タブをクリックします。 


「電源ボタン」欄の「ポータブルコンピュータを閉 
じたとき」を「スタンバイ」または「休止状態」に設 
定します。 


[適用]ボタンをクリックしてから、 [0K] ボタン 
をクリックします。 


これで液晶デイスプレイを閉じると、スタンパ 
イ ■ 休止状態に入ります。 

スタンバイ ■ 休止状態から元の状態に戻すには、 
「スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す」をご参照 
ください。71ページ） 
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省電力機能を使用する 


スタンバイ ■ 休止状態から元に戻す 


スタンバイ■休止状態から元の状態に戻すには、本機の電源スイッチを押し、ユーザ名を選択し 
ます。 



本機の電源スイッチを押します。 

ログイン画面が表示されます。 





使用するユーザをクリックします。 

Windows のデスクトップ画面が表示されます。 
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説明しています。 

さまざまな周辺機器と接続することで、 WinBook をより充実して使うことができます。ぜひ、お読み 


ください。 


1使用できる周辺機器 . 74 

前面&右側面 . 74 

前面&左側面 . 75 

2周辺機器を取り付ける前に . 76 

取り付けは電源を〇 FF にしてから . 76 

取り付け時の注意事項 . 77 

プラグアンドプレイについて . 78 

3 AV 機器と接続する . 80 

へッドホンと接続する . 80 

マイクロホンと接続する . 80 

S 映像対応の機器と接続する . 81 

デジタルビデオと接続する . 81 

4 USB 対応の周辺機器を使ろ . 82 

USB (ユーエスビー)とは . 82 

USB 機器を接続する手順 . 83 

複数の USB 機器を接続する . 87 


5 PC カードを使う . 88 

PC カードとは . 88 

PC カードの差し込み . 89 

PC カードの取り出し . 91 

6 メモリの増設 . 92 

メモリについて . 92 

メモリの取り付け . 93 

増やしたメモリを確認する . 95 

7外部デイスプレイを接続する . 96 


































使用できる周辺機器 

本機には、さまざまな周辺機器が接続できます。次にその一例を紹介します。 


%面&右側面 
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使用できる周辺機器 


前面&左側面 



PC 力 _ ドスロツト 


PC カード （隊88〜91 ページ) 



コンハ°クトフラッシュ ■フラッシュメモリーカード■スマートメディア 

(力ードアダプタが必要） （力ードアダプタが必要) 
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周辺機器を取り付ける前に 

ここでは周辺機器を取り付ける前に、まず確認したり、作業しなければならな 
いことを説明します。 


I取り付けは電源を OFF にしてから 


ケーブル類や周辺機器を取り付けるときは、本機の電源を〇 FF にして、 AC アダプタとバッテリ 
パックを取り外します。 AC アダプタとバッテリパックが接続されたまま周辺機器を取り付けると、 
本機を壊したり、感電する恐れがあります。 

PC 力ード、 USB 、 IEEE 1 394対応の機器は、 
パソコンの電源を ON にしたまま、取り付け 
< や取り外しができます。 


Windows ムービー メーカー 

秘ヘルブとサポ-卜⑻ 

Windows XP ツア - 

検索⑤ 

フ 7 ィルと設定®転送ゥィザ- ド 

〇ファイル名を指定して実行(段... 


in 本製品をご描入のお客様へ 


すべて©ブ D クラム (£) > 


< L ) 終了オプション⑪ 

じ リ 


□[スタート]ボタン—[終了オプション]を選択し 
ます。 

【コンピュータの電源を切る】ダイアログが表示 
されます。 


コンビュー如)電源を切る 

is 

圈 

スタンバイ迄〉 

酎 

電源を切る ( U ) 

图 

再起劫 ( E ) 



|~| [電源を切る]をクリックします。 

電源が〇 FF になります。 


|^~j AC アダプタを取り外します。 


|H ノ \ツテリパックを取り外します0 


周辺機器を取り付けます。 


A メモリなどを取り付けたり、取り外したり 
/•\ するときは、金属のへりでケガをしないよ 
注意ラ、手袋をして作業をするなど十分に気を 
付けてください。 
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周辺機器を取り付ける前に 


1 


取り付け時の注意事項 


③体の静電気を取リ除いてください 



基板がむき出しになっているメモリなどは、静電気 
に弱く、帯電した手で触ると壊れてしまう恐れがあ 
ります。これらの機器を取り付ける前には、ドアの 
ノブなど、身近な金属に触れて、帯電している静電 
気を取り除いてください。 


( I ユーザーズガイドをよく読んでください 

周辺機器などの取り外しや、取り付けを間違ラと、 
機器を壊してしまう恐れがあります。周辺機器を 
取り付ける前には本書をよくお読みください。 



〇)周辺機器に付属の取扱説明書をよく読んでください 

周辺機器に付属の取扱説明書には、取り付け方法や、 
取り付けた後に必要となるソフトウェアやハード 
ウェアの設定方法が詳しく書かれています。 
周辺機器を取り付ける前には、必ず周辺機器の取扱 
// //説明書をよく読み、必要な機器、および必要な設定 

(Jr I ファイル(デバイスドライバなど)を理解し、これか 

、デバイスドライバ: 1 ^ Q ノ^^^^// ら始める拡張の作業に備えましよう。 
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グアンドプレイについて 


h 


Windows XP には、周辺機器を取り付けるだけで、すぐに使用できる状態に設定する「プラグアン 
ドプレイ」という機能があります。 

プラグアンドプレイを実現するには、周辺機器に対応したデバイスドライバが Windows 側で用意 
されている必要があります。 

用意されていない場合は、 Windows のウイザード機能を使って、デバイスドライバを Windows に 
インス f ルします。 

③対応したデバイスドライバがすでに Windows にある場合 

周辺機器に対応したデバイスドライバが、すでに Windows 側で用意されている場合は、周辺機器 
を取り付けるだけで、すぐに使える状態になります。 

□ デスクトツプ画面右下のタスクバーに、「新しい 
ハードウエアが見つかりました」と吹き出しが表 
示されます。 

これで、周辺機器が使えるようになります。 



③対応したデバイスドライバが Windows にない場合 

周辺機器に対応したデバイスドライバが Windows にない場合、周辺機器に付属の CD - R 〇 M デイス 
クなどに収録されているデバイスドライバを Windows にインス t ルします。 


费 


プラグアンドプレイに対応した周辺機器で 
も、場合によっては、設定が自動で行われ 
ない場合があります。 

( c ^ 別冊「困ったときには…」） 



周辺機器を取り付けた後に、電源を on にします。 

【新しいハードウエアの検索ウイザードの開始】 
ダイアログが表示されます。 

ei [次へ]ボタンをクリックします。 
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周辺機器を取り付ける前に 




B 


□ 


表示される指示に従って操作を行います。 

デバイスドライバが正常にインストールされた 
ことを示すメッセージが表示されたら、設定は 
終了です。 

[完了]ボタンをクリックします。 

これで、設定は無事終了しました。 


プラグアンドプレイに対応していない 
周辺機器の場合 

ブラグアンドプレイに対応していない周辺 
機器の場合、デバイスドライバの組み込み 
や、リソースの設定は自分で行ろ必要があ 
ります。また、周辺機器側のディップスイ 
ッチなどを変更する必要があります。周辺 
機器の取扱説明書などをよく読み、設定を 
行ってください。 



デバイスドライバとは 


周辺機器を使うときは、デバイスドライバという専用 
ソフトウェアが必要になる場合があります。デバイス 
ドライバは、パソコンが周辺機器をコントロールする 
ときに使う大切なソフトウェアです。 

デバイスドライバは、あらかじめ本機の Windows XP 
に付属されているものと、周辺機器に付属のもの(フ 
ロツビーディスクや CD - R 〇 M ディスクで提供されてい 
ます）があります。また、周辺機器メーカのホーム 
ページから最新のものを入手することもできます。 
最新のデバイスドライバを入手することで、周辺機器 
の機能を最大限に弓 I き出すことができます。 
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AV 機器と接続する 

ここでは本製品と接続できる AV 機器の紹介と接続方法を説明します。 


へッドホンと接続する 


へッ ドホンを接続すると、スピーカから音声を出力せずにへ ッ ドホンから出力できます。 

□ へッドホンのケーブ^/をへッドホン端子に接続 
します。 

へッドホンはミニプラグ付きへッドホンを、 

お近くの電器店でお求めください。 



マイクロホンと接続する 


マイクロホンを接続すると、マイクロホンから音声を録音できます。 




マイクロホンのプラグをマイク端子 （/") に接続 
します。 

マイクロホンはモノラルタイプのミニプラ| 
グ付きマイク□ホンを、電器店などでお求 
めください。 


り 


ハウリングの防止方法 

スピーカにマイクロホンを近づけると、ス 
ピーカとマイクロホンが共振し、キーンと 
いう音が出ることがあります。これをハウ 
リングといいます。ハウリングは、マイク 
ロホンをスピーカから遠ざけるか、入カレ 
ベルを小さくする(ボリ ューム コントロール 
で調整)ことで防ぐことができます。 
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AV 機器と接続する 


S 映像対応の機器と接続する 


ノ 


s 映像入力端子付きのテレビやビデオなどと接続して、本機で編集したデジタルビデオ画像を映し 
出すことができます。 



D 


本機の s ビデオ出力端子と、テレビやビデオの s 
映像入力端子を、 S ビデオケープノレで接続します。 


テレビやビデオ 




S ビデオケーブルは、電器店などでお求めく 
ださい。 

S ビデオ対応の機器から画像を表示するに 
は、「画面のプロパティ」の設定を変更し 
ます。 


デジタルビデオと接続する 


本機の EEE 1 394端子 (4 ピン)と、 DV 端子を持つデジタルビデオを接続して映像および音声を取 
り込んだり、映像および音声をデジタルビデオに出力できます。 


□ 本機の IEEE 1394 端子 (4 ピン)と4ピンの DV 端 
子を持つデジタルビデオを、市販の IEEE 1394 
接続ケーブノレで接続します。 



鼸 


IEEE 1 394端子は DV 端子とも呼ばれています。 
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USB 対応の周辺機器を使う 

USB ポートには、さまざまな USB 機器を接続して利用することができます。こ 
こでは、 USB 機器を本機で使用するための準備作業について説明します。 


USB (ユーエスビー)とは 


USB とは 、 Universal Serial Bus (ユニバーサル ■ シリアル■バス)の略で、パソコンと周辺機器を 
接続するためのインタフェース規格です。 USB は取り扱いが簡単で、さまざまな USB 対応の周辺 
機器が発売されています。 

USB は次のよラな特長があります。 

■ ホットプラグ対応 

パソコンの電源が〇 N の状態でも、自由に USB 
ケーブルの抜き差しが可能です。接続後も再起動 
することなく、そのまま USB 機器を使用できます。 


ノ\°ソコンから電源を供給可能 

USB 機器は、最大 5 V 、 5〇〇 mA までの電源をパソ 
コンから取り込むことができます。消費電力の少 
ない USB 機器の場合は、 USB 機器本体に AC ケー 
ブルや AC アダプタを必要としません。 

多<の機器を接続可能 

USB は、 「 USB ハブ」という機器を使用して、パソ 
コン側の1つの USB ポートを分岐させることがで 
きます。これにより、パソコンに装備されている 
USB ポートの数以上の USB 機器を接続することが 
可能です。規格上、パソコン1台あたりに最大 
127台の USB 機器を接続できます。 



— 127台一 


本機の USB ポートは、 USB 1.1 規格に対応しています。 USB 2.0 規格に対応した USB 機器も使 
用できますが、転送速度等の使用環境は USB 1.1 規格に準じます。 
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USB 対応の周辺機器を使ろ 


USB 機器を接続する手順 


ここでは、 USB 対応のスキヤナを例に、 USB 機器を本機に接続して使用するまでの手順を説明し 
ます。 

0 USB コントローラを確認する 

Windows XP を起動して、 USB ポートそのものをコントロールするためのデバイスドライバが有 
効になつているかを確認します。 

□ [スタート]ボタン — [コントロールバネル]今 
[パフオーマンスとメンテナンス]-►[システム] 
の順に選択します。 

【システムのプロパテイ】ダイアログが表示され 
ます。 


全股工，.ピュ-^ ;ハ-ド:ゥ 1 ァ 


詳嶋定•— 


「八ードウ；1アの追加ウィザード 

ア©追加ウイザードを使うと、ハードウ; t アのインストールがで'きま 


ハードウ： E アの追加ウイザード ( H ) 


デバイスマネ-ジ v 

デバイスマネージゃは、コンビュー如:インストルされてい§すべてのハード 
ウ I アデノ W スを表 S します。デパイスマネージ v を使って、各デノ W スのブ 
一■:ティを変更で.きます。 


ドライパの署名 ( S ) 


コ I デパイスマネージや© 


ハードウ： E アブロフ7イル 

ードウエアブロファイルを使うと、別 ( W トドウ I アの梅成を設定し、格納 


• 給 H 


ハードウ I アブ□ファイル® I 


] I キゃンセル I 




• • 



[ハー ドウ エア] タブをクリツクします。 


B 


[デバイスマネージャ]ボタンをクリックします。 


□ 


[ USB(Universal Serial Bus ) コントローラ] 
の国の部分をクリックし、 EI に変更します。 

令のマークに x がついていないか確認します。 


■ 


USB ポートが使用できない状態の場合は 

① X 印がついている USB ポートを選択し、 
右クリックします。 

② [有効]をクリックします。 


ISB (Universal Serial Bus ) コントローラ 


rj g I vrnvin 

-WUSB (Uni 
キーボー 1i 


^ ドライパの更新 0... 

田 +. 办キ 
i §コンビイ 
由 C サゥンド、- 
由3システム：ハードウ： t ア変更のスキやン ( A ) 


2333131 


則除 ( u ) 


^ ^ディスク^ 

:§ディスブレし 


ブ□パティ ( E ) 


h ラ、、17乃•づ力 


これで、 USB ポートが使用できる状態にな 
ります。 
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CIUSB 機器を接続する 

本機の電源を〇 N にした状態で、 USB 対応の周辺機器を接続すると、自動的に設定が始まります。 
設定が終了すると、 USB 機器をすぐに使い始めることができます。 


參 


ケーブルを差し込む前に、デバイスドライ 
パのインス I -ールが必要な USB 機器があり 
ます。 USB 機器に付属の取扱説明書をよく 
読んで、 USB 機器を接続してください。 



□ 本機の USB ポート （4) に、 USB 機器の 
ケー：^レを差し込みます。 

本機は、3つの USB ポートを用意しています。ど 
の USB ポートを使用しても構いません。 




USB ケーブルには差し込む向きがあります。 
無理に差し込もラとせず、方向を確認して 
正しく差し込んでください。 



USB ボートが足りないときは 

USB ポートの数が足りないときは、市販の 
USB ハブを接続することで、 USB ポートの 
数を増やすことができます。 
m 3 「複数の USB 機器を接続する」 (87 ページ) 



USB 機器を接続後、しばらく待つと、自動的に 
画面の表示が切り替わり、【新しいハードウェア 
の検索ウイザード】ダイアログが表示されます。 
表不されないときは、 USB ポートからコネクタ 
を一度抜き、3秒以上時間をおいてから、再度 
差し込んでみてください。 


しばらくすると、自動的に必要なデバイスドラ 
イバを読み込み始めます。 
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USB 対応の周辺機器を使ラ 


B 


表示される指示に従って操作します。 

デバイスのインス I -ールが終了したことを示す 
メッセージが表示されれば、設定は終了です。 


穆 


以上の方法で画面の表示が切り替わらない 
ときは、 Windows を再起動させ、再度 USB 
機器を接続してください。 





新しい八ードウエアの検索ウイザード®完了 


' Am - ドウIアのリフトウ洲インストルが完了しました： 
EPSON GT- 7700 




院了]初リツ讨るとウイザードを閉13ます。 


cm[ 


トゥ乜ル 


USB 機器に 、 Windows XP 対応のデバイスド 
ライハ'が付属されていない場合、 USB 機器を 
Windows XP で使うための専用デバイスドラ 
イバが別途必要になります。詳しくは 、 USB 
機器に付属の取扱説明書を読むか、 USB 機器 
販売メーカにお問しヽ合わせください。 




[完了]ボタンをクリックします。 

USB 機器によつては、この後、ソフトウェアの 
インス!-ールなどの作業が必要になります。詳 
しくは、 USB 機器に付属の取扱説明書をお読み 
ください。 

USB 機器は、一度接続して設定が終了すれば、 
次回からは USB ポートにコネクタを差し込むだ 
けで、すぐに機器が使用できるようになります。 
このとき【新しいハードウェアの検索ウイザー 
ド】ダイアログは表示されません。 


聲 


それぞれの USB ポートごとに USB 機器が管 
理されるため、前回とは異なる USB ポート 
に USB 機器を接続すると【新しいハード 
ウェアの検索ウイザード】が表示されるこ 
とがあります。その場合はメッセージに従 
つて操作してください。 


C1STEP 3 


周辺機器を使いこなす 
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③正しく接続できたか確認する 

接続した USB 機器が、正しく認識されてしヽるか確認します。 


•マイコンピュータで確認する 



接続した USB 機器によって、接続を確認す 
る方法は異なります。詳しくは、 USB 機器 
に付属の取扱説明書をご参照ください。 



新しく接続された USB 機器のアイコンが表示さ 
れていることを確認します。 

例として接続したスキヤナは、[スタート]ボタ 
ン—[コントロールパネル]—[プリンタとその他 
の ハー ドウ エア]— [スキヤナとカメラ]に アイコ 
ンが追加されていることで確認できます。 


•テ7\'イスマネージャで確認する 

□ 接続した USB 機器が表示されていることを確認 
します。 

[スタート]ボタン—[コントロールパネル]—[パ 
フオーマンスとメンテナンス]—[システム]を選 
択し、[ハードウェア]タブ画面から【デバイス 
マネージャ】ダイアログを表示させて、接続し 
た USB 対応機器が登録されてしヽるか確認します。 
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複数の USB 機器を接続する 


市販の USB ハブを使えば、1つの USB ポートを複数の USB ポートに分岐して増やすことができます。 
USB ハブも含めて最大127台(パソコン1台あたり ） までの機器を接続できます。 

ここでは、 USB ハブを使用し、複数の USB 機器を接続する方法について説明します。 

〇)バスパワーとセルフパワーについて 

USB 機器は、機器自体が動作するために必要な電流の大きさによって、次のタイプに分かれます。 
USB ハブを使う場合は、お持ちの USB 機器がどのタイプかを確認することが必要です。 

■バスパワー型 

機器自体では電源を持たず、動作に必要な電流をパソコンから消費して動作します。 

消費電流は1 00 mA 以下です。 

■セノレフノ \°ワー型 

USB 機器自体の消費電流が多く、パソコンからの電流では動作できないため、 USB 機器に AC アダ 
プタの接続が必要です。 

( I アップストリームとダウンストリームのコネクタについて 

通常の USB ノ\ブには、バソコンやセルフノ\°ワー型の 
USB ハブから電流を受け取るためのポート（アップ 
ストリームポートという）と、 USB 機器を接続する 
ためのポート（ダウンストリー厶ポートという）があ 
ります。それぞれのポートに接続する USB ケーブル 
のコネクタ形状は、左のイラストのよラに形状が異 
なります。 


セルフパワー型の次に、バスパワー型の機器という 
よラに交互に接続できます。 

バスパワー型の機器を2段連続で接続すると、接続 
する USB 機器によっては、使用できないものがあり 
ますので、注意してください。 

ハブの詳しい使用方法は、 USB ハブの 
7 /取扱説明書をお読みください。 


アップストリーム 
ポート用コネクタ 
( A コネクタ） 



タウンストリー厶 
ポー ト 用 コネクタ 
( B コネクタ） 



⑩ USB ハブを使った接続例 

本機の1158ポ _ 卜へ 




バスバワー型 USB ハブ 

マウスなどは問題なく 
接続できます。 


バスバワー型 USB ハブ 

2段連続でバスパワー型 
USB ハブを接続できません。 
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PC 力ードを使う 

pc 力ードスロットには、市販の pc 力ードを差し込んで使用することができま 
す。ここでは pc 力ードの接続方法につし、て説明します。 


PC カードとは 


pc カードとは、パソコンをはじめとするコンピュータで使用できる情報メディアのことです。ク 
レジツトカードと同サイズ (85.6 mmX 54.0 mm ) で、メモリやモデム、 LAN など、さまざまな用 
途で使用できます。 


③カード規格について 

PC Card Standard は、ノー トタイプのコンピュータに使用する 1 C 力ードを、コンピュータのメー 
力が異なっても、共通で使用できるように定められた統一規格です。規格統一されたカードは、 
一般に PC カード」と呼ばれています。 

PC 力ードスロットに様々な種類の力ードを装着することでパソコンの機能を拡張できます。 
カードには、メモリ、ハードディスク、モデム、 SCSI インターフェイス、 LAN など様々な種類が 
あります。 




PC カードを使うには、本製品に、 PC カードを認識させるためのデバイスドライバを組み込む 
必要があります。デバイスドライバは、あらかじめ Windows で用意されているものを使用する 
場合と、 PC 力ードに付属のものを使用する場合があります。どちらのデバイスドライバを使 
用するかは、 PC カードの取扱説明書をご覧ください。 


( ICardBus 規格について 

CardBus とは PC 力ードスロットと互換性を持ちながら PCI バスに対応しているスロットのことで、 
高速なデータ転送が可能です。本製品の PC カードスロツトは CardBus をサポートしています。 


③カードサイズについて 

PC 力ードには、現在 、 TYPE I (厚さ 3.3 mm)、TYPE II (厚さ 5.0 mm)、TYPE 111 (厚さ 10.5 mm ) の3 
種類のタイプがあります。 

本機では 、 TYPE II のカードを1枚装着することができます。 

スマートメディアや CF カードを装着する場合は、別売のアダプタを使用してください。 
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PC カードを使ラ 


ろ 


PC カードの差し込み 


ここでは、デジタルカメラの画像の記憶媒体として使用されるコンパクトフラッシュを例に、本 
機に差し込んで使用するまでの手順を説明します。 


③コンバクトフラッシュを使つてみる 

本機の電源を〇 N にした状態で、 PC カードを差し込むと、 
了すると、 PC カードを使い始めることができます。 


自動的に設定が始まります。設定が終 



D 


本機の PC カードスロットに、 PC カードを差し 
込みます。 

ここでは、コンパクトフラッシュアダプタに差 
し込んだコンパクトフラッシュを PC 力ードと呼 
びます。 


翁 


PC カードは差し込む向きがあります。無理 
に差し込もろとせず、方向を確認して正し 
く差し込んでください。差し込む方向につ 
いては、 PC カードに付属の取扱説明書をお 
読みください。 



この種類のファイルのディスクを挿入した0、デ/ ^ イスに格続するたびに、 
Windows は间じ觔作を _ 行できます： 

© 画像 

Windows が実行 t る射]作を還んで•ください。 


イメ—ジのスライドシヨ'-を表示す 

Windows ピクチャと FAX t； ユーア 使用 

IX画像を印刷する 

^ 写臭 (D 印刷ウィザード使用 

7フォルダを聞いてファイルを表示 t る 

レェクスブロ-ラ 使用 v 

U 市 lc •堪仉した軔作尥了フ C 

1 



1 1 OK J || 

キャンセル i 

L J 





しばらくすると、自動的に認識されます。コン 
パクトフラッシュに画像などが保存されている 
場合は、スライドショーなどを自動的に行う機 
能が働きます。 

実行させたい機能を選択して、 [0 K ] ボタンをク 
リックします。 


0 


機能を実行させたくない場合は、[キャンセ 
ル]ボタンをクリックします。 




PC 力ードによっては、接続後、さらに別の 
設定を行ろものがあります。 PC カードに付 
属の取扱説明書をお読みください。 
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馨正しく認識できたか確認する 

差し込んだ PC カードが、正しく認識されているかどうかを確認します。 


•マイコンピュータで確認する 



接続した PC カードによって、接続を確認す 
る方法は異なります。詳しくは、 PC カード 
に付属の取扱説明書をご参照ください。 


新しく接続された機器がアイコンとして表示さ 
れているのを確認します。 

例として差し込んだ PC カードは、ファイルを保存 
するハードディスクの機能を持った機器ですので、 
【マイコンピュータ】ウインドウの中に新しいハー 
ドディスクのアイコンが追加されていることで 
確認できます。 



•テ7\'ィスマネージャで確認する 



□ 差し込んだ PC カードが表示されていることを確 
認します。 


コンパクトフラッシュは、「マイコンピュータ」 
に追加されたアイコンで確認できますが、差し 
込んだ PC カードの種類によって、確認の方法は 
異なります。 

[コントロールパネル]の[システム]アイコンを 
ダブルクリックし、[ハードウェア]タブの画面 
から、【デバイスマネージャ】ウィンドウを表示 
させて、差し込んだ PC カードが登録されている 
ことを確認します。 



ハードディスクとして認識されたコンパクトフラッシュ 
のアイコンに、ファイルをドラッグアンドドロップする 
と、コンパクトフラッシュ内にファイルがコピーされ 
ます。 
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PC カードを使ラ 



PC カードの取り出し 


PC 力ードへのアクセス中に、本機から PC 力ードを取り出すと、スマートメディアやコンパクト 
フラッシュに記録されているデータが壊れる場合があります。取り外しは必ず次の手順で行って 
ください。 


1 A 般一か 






聲 


スタンバイ ■ 休止状態で PC カードを取り出 
すと、本機が正常に動作しない恐れがあり 
ます。 PC 力ードの取り出しは、スタンパ 
イ ■ 休止状態から元の状態に戻してから、 
必ず次の手順で取り出してください。 


デスクトツプ右下(タスクバー)の备のアイコ 
ンをクリックします。 


「PCMCIA IDE/ATAPI コントローラードライ 
ブを安全に取り外します」を選択します。 



3表示されるメッセージは、差し込んでいる 
PC カードによって異なります。 


次のようなダイアログが表示されたら[ X ボタ 
ンをクリックします。 



□ 

S 


B 


pc カードイジェクトボタンを押し込みます。 

PC カードイジェクトボタンが出てきます。 

PC カードイジェクトボタンをもう一度押し込み 
ます。 

PC カードが PC カードスロットから少し出てき 
ます。 

PC カードをゆっくりと引き抜きます。 



STE-03 周辺機器を使いこなす 
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メモリの増設 

複数のアプリケーションを使っているときなどに、処理速度が遅いと感じるよ 
うになってきたら、メモリを増やしてみましよう。ここでは、メモリについて 
の基本的な知識と、メモリの±曽設方法につしヽて説明します。 


[メモリについて 




メモリは、作業をするときの「作業机」のよラなものです。机の上が広いと作業がしやすいよラに 
メモリの総容量が大きいとアプリケーションの動作も快適になります。 



⑳本機で使用できるメモリ 

本機には、増設用メモリモジュールが1個あります。メモリは、最大64〇 M バイトまで増やすこと 
ができます。 

本機で使用できるメモリは、次の仕様の2〇〇ピン SO - DIMM モジュールです。 


メモリの種類 

DDR SDRAM 

メモリの速度 

266 MHz ( PC 210 0) 


A メモリは、大変壊れやすい部品です。取り 
外したメモリは大切に保管してください。 

注意 
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メモリの増設 


メモリの取り付け 


ここでは、メモリの取り付け方法を説明します。 


A 


メモリを取り扱ろときに気をつけること 

装着の前には、必ず本機の電源を〇 FF にしてください。 

注意■装着の前には、必ずバッテリパックと AC アダプタを取り外してください。 

-本機には必ず弊社指定のメモリをお使いください。 

■メモリは静電気に大変弱い部品です。静電気を帯びた物や人の手でメモリに触れると、メモリが 
壊れる恐れがあります。メモリを取り扱うときは、体の静電気を取り除いてください。 

_ 77ページ） 

■メモリの端子部には触れないでください。端子部分に手を触れると、接触不良によりメモリが壊 
れる恐れがあります。 



D 

B 

S 


デイスプレイカバーを閉じ、本体を裏返しにし 
ます。 

増設用メモリモジュールのカバーを固定してい 
る2つのネジを取り外します。 

増設 用メモリモジュールのカバーをゆっ くりと取 
り外します。 

A 増設用メモリモジュールのカバーには、フ 
アンが付属しており、本体とケーブルで接 
注意続しています。無理にカバーを外すと、ケ 
ーブルやフアンが故障する恐れがあります。 
カバーは、ゆっくりと外してください。 



□ 


メモリを増設用メモリスロットのコネクタ部へ 
斜めに差し込みます。 




メモリには差し込む向きがあります。向き 
を間違えないようにしてください。 



STE-03 周辺機器を使いこなす 
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□ メモリのコネクタに差し込まれていない部分を 
「カチツ J と音がするまで下に押し込みます。 


□ 増設用メモリモジュールのカバーを取り付け、 
ネジで固定します。 


□ ノ\ッテリパックを装着、または AC アダプタを接 
続します。 


□ 

□ 


電源を ON にします。 

@キーを押します。 

BI 〇 S セットアッププログラムが表示されます。 

[Auto Cormguration with Optimal Settings 】 
を選択して、 lEntei > ll キーを押します0 

BI 〇 S の設定を初期設定に戻すメッセージが表示 


されます。 


jYI 0 キーを押してから、冗^キーを押します。 

BI 〇 S の設定が初期状態に戻り、 Windows が再起 
動されます。 
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メモリの増設 


電源を〇 N にして、メモリが増えているか確認しましよう。 



p ■ ，ル晨 — Ayu 


ファイル©編集©表示⑽お、気 (ZAO ⑻ツール®ヘルプ QD 
.■戻る ▼ 検索 フォルダ 

アドレス必かべ？ 


穿パフ*'-マン^:メンテナンス 

作業を選びます 



@コンピュータ®基本的な格報を表示す S 
@換党効果を_整する 
囹ハ'-ドディスクの空き容量奄楢やす 
囤デー抑)パ，クア9ブを作成す S 
@ハードディス饨整逢してブログラム®実行を速くす5 


y レパネルを選んで実行します 

|卜 

J 5 գ w ォブシ a ン 


電源を ON にします。 


[スタート]ボタン — [コント ロール バネル]を選 
択します。 

【コントロールパネル】ウインドウが表示されます。 

[ノ ゞ フォーマンスとメンテナンス]を選択します。 


【パフオーマンスとメンテナンス】ウインドウが 
表示されます。 


□ 


[システム]を選択します。 

【システムのプロパテイ】ダイアログが表示され 
ます。 



包 


ここに表示されている数字を確認します。 


聲 


-表示されたメモリの大きさが増えていな 
かった場合は、メモリが正しく取り付け 
られているか、このパソコンで使えるメ 
モリを取り付けたかをご確認ください。 
■本製品のメモリは、自動的にビデオメモ 
リに割り当てられます。 

そのため、実際に取り付けたメモリ容量 
より少なく表示されます。 


C1STEP 3 


周辺機器を使いこなす 
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外部デイスプレイを接続する 

本機には、外部デイスプレイを接続するためのポートが装備されています。 


本機の電源を OFF にします。 


ノ ■機器の接続の前に、本機の電源は必ず 
〇 FF にしてください。 

-省電力機能が働いている状態では接続し 
ないでください。省電力機能の状態の場 
合は、再度電源を〇 N にし、[コンピュータ 
の電源を切る]から「電源を切る」を選択 
しバソコンの電源を〇 FF にしてくださし、。 
(瞭 28 ページ） 



□ 本機左側面にあるアナログ CRT ボート 
(〇)に、外部デイスプレイのケーブルを 
接続します。 




本機の電源を ON にしてから、外部ディス 
プレイの電源を〇 N にしてください。 

外部ディスプレイを接続した場合 
Windows のコントロールパネルの[画面] 
で、「ディスプレイの種類」の設定変更が 
必要なときがあります。 

本体ディスプレイと外部ディスプレイを 
同時表示する場合、接続する外部ディス 
プレイは、設定したデスクトップ領域(解 
像度)をサボートするものを使用してくだ 
さし、0 


キ-を1刚すごとに、本体デイス 
プレイのみ—外部ディスプレイのみ—両方 
同時の順に切り替わります。 
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BIOS を設定する 

ここでは BIOS の概要と、 BIOS を設定するための 「 BIOS セットアッププログラ 
厶」の操作方法につしヽて説明します。 


BIOS とは 


n BIOS n とは 「Basic Input Output System 」 の略称で、具体的にパソコンを動作させるためのプログ 
ラムです。 

この BIOS の設定を正しく行うことで、パソコンの性能を正しく引き出すことができます。 

本機ではあらかじめ、最適の状態で BIOS が設定されています。ただし、本機の拡張などを行った 
際には、拡張する機器に合わせて BIOS の設定を変更する必要があります。 

BIOS の設定は複雑で、誤った設定をしてしまうと、本機が正常に動かなくなる恐れがあります。' 
v ~< 特に理由もなく BIOS の設定を変更しないでください。 

誤った設定により本機が正しく動作しなくなった場合には、 BIOS セットアップ画面で [Auto 
Configuration with Optimal Settings 】 を選択します。 BIOS の設定を初期設定に戻すメッセー 
ジが表示されるので 0 キーを押してから (^1 キーを押してください。 BIOS の設定が初期状態 
に戻り、 Windows が再起動されます。 


BIOS セットアッププログラムの起動方法] 



B 



本機の電源が OFF であることを確認した後、 
本機の電源スイッチを押して、電源を ON にし 
ます。 


" SOTEC " のロゴが入った画面が表示されたら、 
@キーを 押します。 

しばらくすると、セットアッププログラムの起 
動画面が表示されます。 


参^> 


BIOS の詳しい操作方法については、 「 SOTEC 電子マニュアル」から「付属のマニュアル 」 —「BIOS 
セツトアップマニュアル」をご参照ください。 
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BIOS を設定する 


0項目の選択 ■ 設定の方法 

BI 〇 S セツトアッププログラムは、次のキーを使って操作します。 


-メインメニューの項目を左右に移動するには 
-項目を上下に移動するには 
-サブメニューへ移動するには 
-ヘルプを見るには 
-変更した設定を保存するには 
-サブメニュー_ メインメニューを終了するには 
-設定値を変更するには 


00キー 
00 キー 

(Enter^j)^ — 

回キー 

㈣ 十一 


「Esc j 十一 

[PageUp l 〔 PaqeDownl キー 


BIOS セットアッププログラムの終了】 


〇)設定した内容を保存して終了する 


①网キーを押すか 、 [Save Settings and Exit ] に力ーソルをあわせキーを押します。 


② [Save current setting and exit ( Y / N )? Y ] とメッセージが表示されるので、0キーを押し 
てからキーを押すと、変更した設定値を保存して終了します。 


〇)設定した内容を保存せずに終了する 

① [EXIT Without Savina ] に力ーソルをあわせて丨 E n t ei > i 」 キーを押します 0 


② [Quit Without Saving ( Y / N )? N ] とメッセージが表示されるので、0キーを押してから 
キーを押すと、変更した設定の保存を行わずに終了します。 



BIOS セットアッププログラムのメニュー構成】 


BI 〇 S セットアッププログラムは9種類のメニューから構成されています。それぞれのメニューで 
設定できる内容は、次のようになつています。 


メニュー 

内容 

Standard CMOS Setup 

内部のシステムクロック(時分秒)やカレンダー(年月日）などを設定し 
ます。 

Advanced BIOS Setup 

起動時の各種設定ができます。 

Power Management Setup 

省電カモードで本機を動作させるなど、電源管理を設定します。 

Auto-Detect Hard Disks 

搭載されている IDE の情報を自動的に取得し表示します。 

Change User Passwordp 

ユーザのパスワードを設定します。※ 

Change Supervisor Password 

システム管理者のパスワードを設定します。※ 

Auto Configuration with 
Optimal Settings 

BIOS のすベての項目を、工場出荷状態の最適状態に設定します。 

Save Settings and Exit 

設定した内容を保存して終了する場合に選択します。 

Exit Without Saving 

保存せずに終了する場合に選択します。 


※パスワードを忘れた場合修理サボートセンタに本機を預けていただきます。（有償) 
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キーホー ドのメンテナンス 

キーボード周辺に付着した水滴や埃を取り除く方法を説明します。 



Q ノ\ツテリパックを外します0 


p- ③ 

Bi 



□ ノ\ッテリ取り外し用ラッチをスライドさせたまま、 
②のネジを取り外します。 


| pj ③0ネジを取り外します。 



j ^ n 背面のネジ 2 本を取り外します。 



□ デイスプレイを、キーボードの面と水平になる 
まで開きます。 
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キーボードのメンテナンス 



□ キーボー ド上部の カバーを 下から持ち上げ、取 
り外します。 



PI キーボードを手前に持ち上げひっくり返します。 



□ 斜線部を吸水性のあるやわらかい布で拭き取り 
ます。 

以上で操作は完了です。逆の手順で、キーボードを 
セツトして、元通りに戻してください。 
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廃棄について 

パソコンの廃棄は、法律や各自治体の条例などにより、廃棄方法が定められて 
います。本製品を廃棄する前にご参照ください。 


本製品の廃棄について 


本製品は、個人使用か事業使用で、廃棄方法が異なります。 


〇)事業系使用済みソコンの回収 ■ 再資源化業務について 

ソーテックは、2001年4月1日より事業系(法人ユーザー)の使用済みパソコンの回収及び再資源 
化業務を開始致しております。 

本件は、2001年4月より施行された「資源の有効な利用の促進に関する法律(改正リサイクル法)」 
に基づき、3月28日に公布された省令「パーソナルコンピュータの製造等の事業を行う者の使用 
済みバソコンの自主回収及び再資源化」に準拠しております。 

事業系使用済みパソコンにおける回収工程から、再生 ■ 再資源化及び処分工程までの全工程を遂 
行しております。回収 ■ リサイクルの流れは次の通りです。 

1事業系のお客様から、リサイクル専用コールセンタにて受付 

2. 全国ネットワークの回収デポにて製品を回収 

3. リサイクルセンタへ運搬 

4. リサイクルセンタ及び指定業者にて再生 ■ 再資源化 

なお、料金体系や周辺機器などの個別条件につきましても、下記の電話番号にてご案内しており 
ます。 


リサイクル專用コールセンタ 



TEL 03-5493-3756 



9:00〜 17:00( 月〜金) 

(弊社指定休業日はお休みさせていただきます） 


この電話番号は、リサイクル専用です。 

製品に関するサボートには対応しておりません。 



③個人で^^ソコンを所有している場合 

廃棄方法に関しましては、お住まいの各自治体にお問い合せください(2003年3月現在)。 
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廃棄について 


③廃棄 ■ 譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意 

最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになつてきておりま 
す。これらのパソコンの中のハードディスクという記録装置に、お客様の重要なデータが記録さ 
れています。 


従って、そのパソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重要なデータ内容を消去する 
ということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消去するというのは、それほど簡単で 
はありません。 

「データを消去する」という場合に、一般に 
■データを「ゴミ箱」に捨てる 

■ 「削除」操作を行う 

■ 「ゴミ箱を空にする」コマンドを使って消す 
-ソフトで初期化(フオー マツ ト)する 

■ リカハ'リ CD を使し、、工場出荷状態に戻す 


などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデータ 
のファイル管理情報が変更されただけで、実際はデータは見えなくなっているという状態なので 
す。つまり、一見消去されたように見えますが、 Windows などの〇 S のもとで、それらのデータを 
呼び出す処理が出来なくなっただけで、本来のデータは残っているといラ状態なのです。 

従いまして、特殊なデータ回復のためのソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読み取る 
ことが可能な場合があります。このため、悪意のある人により、このパソコンのハードディスク 
内の重要なデータが読み取られ、予期しない用途に利用されることがあります。 



パソコンユーザが破棄_譲渡等を行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するという 
トラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、ユーザの責任において 
消去することが非常に重要になります。消去するためには、専用のソフトウェアあるいはサービ 
ス(共に有償)を利用するか、ハードディスク上のデータを金槌や強磁気により物理的 ■ 磁気的に 
破壊して、読めなくすることを推奨します。 

(1 不要になったバッテリバックの取り扱いについて 

不要になったバッテリパックは廃棄せずに、充電式電池リサイクル協力店にお持ち込みください。 
返却される際は、ショートによる発煙 ■ 発火防止のため、端子にセロハンテープなどの絶縁テー 
プを貼ってください。 
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■本書の仕様、情報(本製品、ソフトウェアを含む)は予告なしに変更される場合があります。本製品ならび 
に、ソフトウェア、マニュアルを運用した結果については、いっさいの責任を負いかねますのでご了承く 
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-本書で紹介されている各ソフトウェアは、ライセンスあるいはロイヤリテイ契約のもとに供給されてい 
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ソフトウェアおよびそのマニュアルは、そのソフトウェアライセンス契約にもとづき、同意書記載の管理 
責任者のもとでのみ使用することができます。よって、それ以外の目的で当該ソフトウェア供給会社の承 
諾なしに無断で使用することはできません。 

■ 本製品にあらかじめインス I ルされている Wind 〇 wsXP 以外の〇 S については、サボートの範囲外とさせ 
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